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入力コマンド 目次 
 

ＣＬＴ－１０部品直線性試験装置のＲＳ２３２ＣまたはＩＥＥＥ４８８のコマンド 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．セッティング 

コマンド        設      定             ページ 
ＡＲ, アクセスライト －２３－ 

ＢＷ, ３０ＫＨｚメーターバンド幅 －２３－ 

ＥＯ, エコー ＯＮ／ＯＦＦ －２４－ 

ＥＸ, メモリーの呼び出し －２４－ 

ＧＬ, １０ＫＨｚ電圧設定 －２５－ 

ＧＴ, １０ＫＨｚ印加時間 －２５－ 

ＩＤ, 装置のバージョン －２６－ 

ＩＲ, ＩＥＥＥ４８８アドレス －２６－ 

ＩＴ, セットアップの確認 －２７－ 

ＬＨ, リミットＨＩＧＨ －２７－ 

ＬＬ, リミットＬＯＷ －２８－ 

ＭＳ, 測定スタート －２８－ 

ＲＳ, リセット －２９－ 

ＳＦ, メモリーセットアップ －２９－ 

ＳＳ, サービスリクエスト －３０－ 

ＳＸ, ＩＥＣキーセットアップ －３０－ 

ＴＩ, レンジセレクタースイッチの使用回数確認 －３１－ 

ＴＴ, セルフテスト －３１－ 
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ＶＲ, ３０ＫＨｚメーターレンジ －３３－ 

ＺＸ, インピーダンスレンジ －３３－ 
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１．１ 電源電圧とヒューズの設定 
 

電源電圧は２２０Ｖまたは１１０Ｖ（１００Ｖ）に設定出来ます。 
 

ＣＬＴ－１０ＣＵコントロールユニット 
 

                                         
 

パワースイッチ 
 

 
 

                                    
 
 
 
 
 
 
 
 

ＣＬＴ－１０ＭＵ コントロールユニット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  電圧セレクターを手前に引抜き、１００Ｖが手前に表示されるようにセットします。 
 

                      電圧設定範囲は次の通りです。  
 

                        100V = 90 -111V AC   （４Ａ，スローブローヒューズ） 

120V = 105 - 130V AC （４Ａ，スローブローヒューズ） 

220V = 180 - 222V AC （２Ａ，スローブローヒューズ） 

240V = 210 - 260V AC （２Ａ，スローブローヒューズ）     

 
この部分を手前に引抜き、ヒューズとヒューズカバーをセットします｡ 
  

 

注．電圧がオーバーした状態で使用すると、内部トランスが破損する場合が 
                        あります。十分に注意してください。 

 
 

 
 

 100V 

この部分を手前に引き抜けばヒューズを交換出来 
ます。ヒューズは１１０Ｖ用が０．６３Ａ，２２０Ｖ用が 
０．３１５Ａです。（スローブローヒューズ） 
設定しようとする電圧を下にして押しこんで下さい。     

   110V 

   O N 

   OFF 
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１．２ 機器の組立て 
 

ＣＬＴ－１０部品直線性試験装置は、ＣＬＴ－１０ＣＵコントロールユニットと、ＣＬＴ－１０ＭＵメジャリングユニット 
で構成され、お互いに２本の光ファイバーで接続されています｡ 
電源スイッチはそれぞれの機器の裏面にありますが、電源スイッチをＯＮするまえに、次のようにセッティング 
してください｡ 

 
① 光ファイバーの接続 
 

ＣＬＴ－１０ＣＵコントロールユニットとＣＬＴ－１０ＭＵメジャリングユニットを２本の光ファイバーで接続します｡ 
       

   
必ずＲＸ とＴＸを接続してください｡ 

 
 
         
         
 
 
 

 
② セーフティーピン 

 
ＣＬＴ－１０ＭＵメジャリングユニットのバックパネルにあるＩ／Ｏコントロールコネクター（２５ピン）の１８ピンと 
１９ピン（セーフティーピン）が接続されていないと、１０ＫＨｚ電圧が出力されません｡ 
接続されていることを確認してください｡ 
（付属の２５ピンコネクターを接続すれば、１８ピンと１９ピンがショートされます｡） 

 
③ 電源電圧とヒューズ 
 
  ＣＬＴ－１０ＭＵメジャリングユニット 
              １００Ｖの場合・・・・・・・・・・・・４Ａ，スローブロー 
              （２２０Ｖの場合・・・・・・・・・・・・２Ａ，スローブロー）     

ＣＬＴ－１０ＣＵコントロールユニット 
１００Ｖの場合・・・・・・・・・・・・０．６３Ａ，スローブロー 

              （２２０Ｖの場合・・・・・・・・・・・０．３１５Ａ，スローブロー） 
 
１．３ バッテリーバックアップ 
 

ＣＬＴ－１０ＣＵコントロールユニットにはリチュ－ム電池を内蔵しており、パワースイッチをＯＦＦにしても設定した 
データはバックアップされ、再びスイッチをＯＮにすると、直前の状態に戻ります｡ 
もし何らかの原因で設定したデータが失われた場合、スイッチをＯＮにしたとき、ディスプレーに ”LOST” と 
表示されますが、しばらく（数分）待つと測定できます。 

 
１．４ セルフテスト 
 

ＣＬＴ－１０部品直線性試験装置はパワースイッチをＯＮにすると、自動的にセルフテストモードに入り装置の 
チェックを行います｡このセルフテストはコンピューターからも行うことができます。 

 
 
 
 
 
 
 

 

ＣＬＴ－１０ＣＵ       ＴＸ 

コントロールユニット   

ＲＸ 

 

ＲＸ    ＣＬＴ－１０ＭＵ 

メジャリングユニット 

ＴＸ 
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２．ＣＬＴ－１０ＣＵコントロールユニット 
 
２．１ フロントパネル 
         

測定インピーダンスレンジ   １０ＫＨｚメーター       ３０ＫＨｚメーター     コントロールキー      パワーランプ       
    

 

 
             

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

セレクトキー     インピーダンスキー       １０ＫＨｚキー       ３０ＫＨｚキー          リモートランプ  
 
 
● コントロールキー 
 

 

：  リミット（HIGH）を設定する時に 初に押し、次にテンキーで数値を入力したあと、 後に 

もう一度押します。 

 
 

：  リミット（LOW）を設定する時に 初に押し、次にテンキーで数値を入力したあと、 後に 

     もう一度押します。 
 

 
：  ＲＳ２３２／ＩＥＥＥバスのパラメーターを設定する時、押して入力します｡   
 

 
 
：  ＩＥＥＥバス使用時に押すと、マニュアルで使用できます。 
 
 
：  １０ＫＨｚ電圧を設定する時に押し、次にテンキーで入力します｡ 
 
 
 
：  トリガーモードでの１０ＫＨｚ電圧印加時間を設定する時に押し、テンキーで入力します｡ 
   （通常はＢＷが“ＷＩＤＥ”の時１０ｍＳ以上に設定、６－９ｍＳは補正が必要） 

 
 
：  設定をメモリーする時 初に押し、テンキーで２桁の数値を入力します｡ 
 

 
 

                                        
 
 
 
 

 

Ｖ 

Bus 

Local 

mS 

Sto 

Lim H 

Lim L 
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： メモリーした設定を呼び出す時に 初に押し、テンキーで２桁の数値を入力します｡

： ＩＥＣキー入力で電力を設定する時に押し、このキーを押すと電力が上がります｡

： ＩＥＣキー入力で電力を設定する時に押し、このキーを押すと電力が下がります｡

： キー入力を途中で中止する時に押します｡

： 数値などを入力したあと、このキーを押すと入力が決定されます｡

・・・： 数値を入力する時に押します｡ カラーコード表示付です｡

● ３０ＫＨｚキー

： ３０ＫＨｚ測定電圧の単位をμＶ（またはｍＶ）で表示する時押します｡

： ３０ＫＨｚ測定電圧の単位をｄＢ（ひずみ率，－は省略）で表示する時押します｡

：  ３０ＫＨｚ電圧をオートレンジで測定する時押します。このスイッチを押すと、この

スイッチの上のグリーンのＬＥＤが点灯します。

： ３０ＫＨｚメーターのバンド幅（４００または７５Ｈｚ）の切り替えに使用します。

７５Ｈｚの時のみディスプレーに“ＮＡＲＲＯＷ”と表示されます。

：  このキーは使用しません。

： ３０ＫＨｚメーターレンジの設定に使用します。

Rcl 

1/4W 

1/8W 

Clr 

Enter 

０ １ ２

dB 

Ｖ

Auto 

BW 

Cal 

▲ ▼
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● １０ＫＨｚキー 
 

 
： １０ＫＨｚメーターに１０ＫＨｚ電圧を表示する時押します。  
 

 
 
： トリガーモードでの１０ＫＨｚ電圧印加時間を、１０ＫＨｚメーターに表示する時押します。 
 

 
 

： １０ＫＨｚ印加電圧のＯＮ／ＯＦＦに使用します。 印加電圧がＯＮの時、このスイッチの上の 
   グリーンのＬＥＤが点灯します。（トリガー測定中も連続点灯します。） 

 
  
 

： １０ＫＨｚ印加電圧がＯＮの時、印加電圧を可変できます。 
 
 
 
 
● インピーダンスキー 
 
 

：  インピーダンスレンジの切り替えに使用します。 インピーダンスレンジ 
    は，このキーの上のディスプレーに表示されます。 

 
 
 
● セレクトキー 
 
 

：  このキーは使用しません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｖ 

mS 

MV 

▲ ▼ 

▼ ▲ 

▼ ▲ 
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２．２ バックパネル 
 
 
 

 
 
● インターフェースセレクター 
 

ＲＳ２３２ＣとＩＥＥＥバスの切り替え、ＩＥＥＥ４８８のアドレスを設定します。 
 
 
● 光ファイバー入出力 
 
   ＣＬＴ－１０ＭＵメジャリングユニットとＣＵコントロールユニットの間を光ファイバー２本で接続します。 
   

それぞれのＲｘ－Ｔｘ間を接続します。 
 
 
● リモートインターフェース 
 

ＲＳ２３２ＣとＩＥＥＥバスの入出力コネクターです。 
 
 
● リセット 
 
  押すとコントロールユニットのデータ（各種設定値）がリセットされます。 
 
● パワー入力 
 
  電源スイッチ、ヒューズボックス、１００／２２０Ｖ切り替えスイッチ、パワーコード入力などがあります。 
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３．ＣＬＴ－１０ＭＵメジャリングユニット 
 
 
       測定レンジ表示                リミット表示            パワー表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０ＫＨｚ電圧印加表示ランプ        測定端子              マニュアルトリガー入力   
 
 
 
 
３．１ フロントパネル 
 
 
● コントロールキー 
 
   

 
： マニュアルのトリガーモードで測定する時に押します。 
 

 
 
● ＬＥＤランプ 
 

 
 ： リミット出力の表示です。 

 
 

    
： １０ＫＨｚの電圧ＯＮ／ＯＦＦ表示です。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

Trig 

HIGH            GO             LOW 

： 電源の表示ランプです。 

MV ON ON    
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                                    ：  インピーダンスレンジを表示します。 
 
 
 
 
 
 
３．２ バックパネル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 光ファイバー入出力 
 
   ＣＬＴ－１０ＭＵメジャリングユニットとＣＵコントロールユニットの間を光ファイバー２本で接続します。 
   それぞれのＲｘ－Ｔｘ間を接続します。 
 
● パワー入力 
 
   電源スイッチ、ヒューズボックス、１００／２２０Ｖ切り替えスイッチ、パワーコード入力などがあります。 
    
● Ｉ／Ｏコントロールコネクター 
 
    １８ピンと１９ピンは必ずショートして使用してください。  ショートしてないと１０ＫＨｚ電圧が印加されません。 
     
      （付属のＤ－ｓｕｂ２５ピンコネクターは、１８ピンと１９ピンがショートされています。） 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

＞３０ＫΩ 

３Ｋ－３０ＫΩ 

３００－３ＫΩ 

＜３００Ω 



CLT-10                                                               
2024-03-10 
 

- 12 - 
 

３．３ Ｉ／Ｏコントロールコネクター（Ｄ－ｓｕｂ２５ピン，メス） 
 
 

 

 
 

 

   入 出 力 信 号     入出力 ピン 

リミット出力（High）      (ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ) ｱｸﾃｨﾌﾞ LOW   １ 

Zx＞３０ＫΩ（出力）     (ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ) ｱｸﾃｨﾌﾞ LOW  ２ 

Zx＜３００Ω（出力）     (ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ) ｱｸﾃｨﾌﾞ LOW  ３ 

リミット出力（LOW）      (ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ) ｱｸﾃｨﾌﾞ LOW  ４ 

Zx=３Ｋ－３０ＫΩ（出力）  (ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ) ｱｸﾃｨﾌﾞ LOW  ５ 

１０ＫＨｚ電圧入力      （０－１０Ｖｄｃ）  ＋  ６ 

ＭＥ（メジャーエンド出力）    (TTL, 5V) ｱｸﾃｨﾌﾞ LOW  ７ 

１０ＫＨｚ電圧出力      （０－１０Ｖｄｃ）  ＋  ８ 

１０ＫＨｚ電流出力      （０－１０Ｖｄｃ）  ＋  ９ 

ＤＲＤＹ（データレディ出力）   (TTL, 5V) ｱｸﾃｨﾌﾞ HIGH １０ 

ＧＮＤ （０Ｖ）  0V １１ 

ＧＮＤ （０Ｖ）  0V １２ 

ＮＣ （接続無し）  １３ 

リミット出力（GO）      (ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ) ｱｸﾃｨﾌﾞ LOW １４ 

ＭＶ－ＯＮ出力       (ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ) ｱｸﾃｨﾌﾞ LOW １５ 

Zx=３００－３ＫΩ（出力） (ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ) ｱｸﾃｨﾌﾞ LOW １６ 

Ｃｏｍｍｏｎ ＋電源 １７ 

セーフティー２        （入力） ｱｸﾃｨﾌﾞ HIGH １８ 

セーフティー１        （入力） ｱｸﾃｨﾌﾞ HIGH １９ 

３０ＫＨｚ電圧出力 （０－１０Ｖｄｃ）  ＋ ２０ 

１０ＫＨｚ電圧ＯＦＦ    (ｺﾝﾀｸﾄｸﾛｰｽﾞ) ｱｸﾃｨﾌﾞ LOW ２１ 

測定トリガー入力     (ｺﾝﾀｸﾄｸﾛｰｽﾞ) ｱｸﾃｨﾌﾞ LOW ２２ 

ＮＣ（接続無し）  ２３ 

ＮＣ（接続無し）  ２４ 

ＮＣ（接続無し）  ２５ 

＊ＴＴＬは５Ｖです。 
＊セーフティー１と２は接続して 

おかないと、１０ＫＨｚ電圧が 
ＯＮになりません。 

＊測定トリガー入力は内部で 
４．７ＫΩ、５Ｖでプルアップ 
されています。 

＊データレディー出力は３０Ｋ 
Ｈｚレンジがマニュアルレンジ 
の時のみ使用可能です。 
オートレンジではメジャーエン 
ド出力を使用します。 

リミット出力(ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ) 
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▲ ▼ キーと 

４．マニュアルでの使用方法 
 

４．１ 測定の手順 
 

ＣＬＴ－１０部品直線性試験装置で電子部品を測定するには、次のような設定の手順が必要です。 
 

① 測定部品を測定端子に接続する。 
② 測定インピーダンスレンジを設定する。 （ＬまたはＣの場合は、１０ＫＨｚでのインピーダンス。） 
③ １０ＫＨｚ印加電圧，印加時間（トリガーモードのみ、通常は１０ｍＳ以上）を設定する。 
④ ３０ＫＨｚメーターのレンジ、ＶまたはｄＢ表示、バンド幅（通常は“ＷＩＤＥ”）を設定する。 
⑤ 必要ならばコンパレータ－のリミットを設定する。 
⑥ １０ＫＨｚ電圧を印加する。 

 
注． 測定端子は、柔らかい絶縁体で構成されています。金属をしめつけるように強く締め付けると、 

破損するかまたはネジがゆるむことがあります。このネジを交換するかまたはしめつけるには 
装置を大幅に分解する必要があります。強く締め付けすぎないで下さい。 

 
 
４．２ インピーダンスレンジの設定 

 
 

で設定します。 設定レンジは上のＬＥＤに表示されます。 
 
 
 
 

コンデンサー（Ｃ）、コイル（Ｌ）を測定するときの１０ＫＨｚと３０ＫＨｚでのｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは下図の通りです。 
測定端子に接続する前にΩ値を確認して、測定レンジを設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注． 設定レンジは、＜３００Ω、３００－３ＫΩ、３ＫΩ－３０ＫΩ、＞３０ＫΩの４レンジとなっていますが、 
   測定値（Ω）を別のレンジで測定した場合は補正が必要です。 各入力インピーダンスは、 
   ＜３００Ω＝１００Ω、３００－３ＫΩ＝１ＫΩ、３ＫΩ－３０ＫΩ＝１０ＫΩ、＞３０ＫΩ＝１００ＫΩ 

となっており、もし１０ＫΩを３００－３ＫΩレンジで測定した場合、測定値はは約１０分の１に 
  なります。 
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１ Ｖ 
 

テンキー 
 

・ ・ ・ Enter 

mS １ 
 

０ 
 Enter  

１ 
 

５ 
 

． 
 

８ 
 

Enter 
 

Ｖ 

MV 

４．３ １０ＫＨｚ印加電圧，印加時間の設定 
   
コントロールキーで次の順に押します。 
 
 
 
 
 

例．１５．８Ｖ 
 
 
 
 
 

例．１０ｍＳ 
 
 
 
 
 
測定電圧のＯＮ／ＯＦＦは 
 
 

をＯＮ／ＯＦＦします。 
 
 
＊１０ＫＨｚ印加電圧の 高値（赤い線以下または４ＶＡ値線のどちらか小さい方） 

 
１０ＫＨｚ印加電圧の 高値は各抵抗値によってつぎのようになります。 
 

    
  １０００Ｖ 
 
 
 
 
 
   １００Ｖ 
 
 
 
 
 
    １０Ｖ 
 
 
 
 
       
     １Ｖ 
       １０Ω    １００Ω     １ＫΩ    １０ＫΩ    １００ＫΩ    １ＭΩ    １０ＭΩ 
 
 
 

1/32VA 

1VA 

1/16VA 
1/8VA 

1/4VA 
1/2VA 4VA 2VA 
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４．４ ３０ＫＨｚメーターの設定 
 

３０ＫＨｚキーで設定します。 
 

 
： ３０ＫＨｚメーター単位を設定します。 ｄＢ値の “－”は表示されません。 
    

 
 
： ３０ＫＨｚメーターのバンド幅を切り替えます。（ ”WIDE” と ”NARROW” 、通常は”WIDE”） 
 
 
 
： ３０ＫＨｚ測定レンジのオート／マニュアルを切り替えます。 
 
 

 
はマニュアル使用時のレンジ切り替えに使用します。 
１０００ｍＶレンジではリミット出力は動作しません。 

 
                     
４．５ リミットの設定 
 

不良品を決定するためには、そのロットのサンプルを測定し、良品の第３高調波レベルを知る必要があります 
が、１０ＫＨｚ印加電圧を変えて、良品と不良品との第３高調波レベルの差が一番大きくなる１０ＫＨｚ印加電圧 
を選び、リミットを設定します。  
まず設定しようとするレンジにし、そのあとリミットＨまたはリミットＬを押し、再び設定しようとするレンジにし、 
リミット値を入力し、もう一度リミットＨまたはリミットＬを押します。 
（リミットＬの 低は０．０１μＶ，またリミットＨより大きな値にはできません。）  
リミット値は、９，９９９ｍＶまではμＶレンジで、μＶの値でも入力します。 （例．２ｍＶは２０００） 

 

 

リミットＨＩＧＨ 

 

 

 

 

リミットＨＩＧＨ値の確認 
 

 

 

 

 

リミットＬＯＷも同様に設定します。 
 

 

注．  リミット設定の 高値は１００ｍＶ， 低値は，０．０１μＶです。リミットＬＯＷを設定したくない 

時は、０．０１μＶにセットしておきます。０．０００μＶ（ｍＶ）にはしないで下さい。 
１０００ｍＶレンジでは、リミットは出力されません。 

 
 
 
 
 

 

Ｖ dB または 

BW 

Auto 

▲ ▼ キーと 

LimH  
  確認   LimH  

LimH Enter １･･･ リミット値入力 
 LimH   レンジ設定  レンジ設定  
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４．６ 設定した測定条件のメモリーと呼び出し 
 

設定した測定条件は２桁の数値でメモリーと呼び出しができます。 
 

例.現在の測定条件を、１２番にメモリーするには、 
 

 
 
 
 

 
例.１２番のメモリーを呼び出すには, 

 
 
 
 
 

 
 

４．７ ＩＥＣキーによる印加電圧の自動計算とインピーダンスレンジの自動設定 
 

  
キーによって測定部品の各電力における定格電圧を 

 
  

自動的に計算し設定できます。 その場合、インピーダンスレンジも自動設定されます。 

 
を押すと電力が表示されます。 １／４Ｗは２５０、１／１０Ｗは１００、２Ｗは２０００と表示 
されます。 

 
 
を押すたびに下がっていきます。 
 
 

例．１ＫΩ、１／４Ｗの場合， 
 

 
で電力を選択した後， 

 
 

 
 ・・・と押すと、１０ＫＨｚ電圧は 
 

 
１５．８Ｖに、インピーダンスレンジは３００－３Ｋに自動設定されます。 このとき、１０ＫＨｚメーターと３０ＫＨｚ 
メーターの間にＩＥＣと表示されます。 （Ｅ－１９２シリーズまで設定できます。） 

 

注． 
３０Ω以下ではこの設定をしても印加電圧をＯＮにしたとき、エラー表示が出て測定できないことがあります。 
これは低抵抗ではパワーが足りないためです。印加時間を１０ｍＳにし、印加電圧を下げてください。 

ＩＥＣキーで１０ＫＨｚ電圧を入力し、リミットをμＶまたはｍＶで入力すると、入力した値と違う値が入力されます。 
これはリミットの入力値に入力インピーダンスによる誤差が自動補正されています｡ 

 
 
 
 

 

Sto Enter １ 
  2  

Rcl Enter １ 
  2  

1/4W 抵抗器の場合 

キーと 

1/8W 

1/4W 

1/4W 1/8W を押すたびに電力表示は上がっていき, 

1/4W 1/8W 

１ Enter ０ 
  

２ 
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４．８ 測定値の実測値と補正値 
 

ＣＬＴ－１０部品直線性試験装置で抵抗器を測定した場合、３０ＫＨｚメーターの入力インピーダンスによる 
 

誤差の補正が必要です。（補正の意味と補正法については，７．測定値の補正を参照） 
 

ただし，ＩＥＣキーにより印加電圧を設定した場合（ＩＥＣランプ点灯時）、次のような特徴があります。 
 

① ３０ＫＨｚメーターをｄＢ表示にした場合， 
 
         測定値は補正された値を表示します。 
 

例. １ＫΩにテンキーで１５．８Ｖ印加し、１２０ｄＢと測定した場合、ＩＥＣキーで１／４Ｗ（１５．８Ｖ）を入力して 
測定すると、１１４ｄＢとなります。 

 
② ３０ＫＨｚメーターをＶ表示にした場合， 

 
         測定値は補正されない値です。（ＣＬＴ－１で測定した時とおなじ値です。） 
         ただしリミットの設定値が補正されます。 
   

例. １ＫΩにテンキーで１５．８Ｖ印加し、１０μＶと測定した場合、ＩＥＣキーで１／４Ｗ（１５．８Ｖ）を入力して 
測定すると測定値は同じ１０μＶとなります。 しかしリミットを１０μＶと入力しても、５μＶと表示されます。 

 
ＩＥＣランプは、インピーダンスレンジを一度ほかのレンジにし、またもどすと消えます。 

 
４．９ エラー表示とスペシャルメッセージ 
 

１０ＫＨｚメーターと３０ＫＨｚメーターには、次のような特別な表示が出ることがあります。 
 

① １０ＫＨｚメーター 
 
   ＥＲＲＯＲ ： 測定端子に規定の電圧が出ていない時表示、その場合必ずリミット出力もＨＩＧＨとＬＯＷが 
           同時に点灯、不良と判定します。（規格以上の電圧を加えた時、測定物がショートしている 

時などによく表示されます。） 
   ＬＯＳＴ   ： 何らかの原因でメモリーがクリアーされた時点灯。 数分待つと消えて測定できます。 

しかし、メモリーデータ（設定したリミット値など）は消えたままです。再設定して下さい。 
 

② ３０ＫＨｚメーター 
 
   ＯＦＬ   ： マニュアルレンジで測定中、測定値が、フルスケールの１２５％以上になった時 
   ＵＦＬ   ： マニュアルレンジで測定中、測定値が、フルスケールの０．７％以下になった時 

ＥＲＲＯＲ ： マニュアルレンジで測定中、ＯＦＬまたはＵＦＬのとき点灯 

           オートレンジでトリガー測定時にも瞬間的に点灯しますが、問題ありません。 
これらの表示が出たときもリミット出力は正常にでています。 

 
③ １０ＫＨｚメーターと３０ＫＨｚメーターに合わせて表示 

 
   no unit   ：   メジャリングユニットが光ファイバーで正しく接続されていない時 
   Err Sytl  ：   メジャリングユニットのセーフティーピンが接続されていない時 
   r232 6701  ： ＲＳ２３２Ｃのパラメーター表示 
   IEEE 04   ：  ＩＥＥＥ４８８バスのアドレス表示 
 
 
 

５．生産ラインでの使用 
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５．１ 測定レスポンスおよびタイミング 
 

                            測定開始             測定終了            次の測定 
 

測定トリガー 
（０ＶでＯＮ）                             ≧１０μＳ               ≧４ｍＳ 

 
 
 

１０ＫＨｚ出力電圧 
 
 
 
 
 
 
 
 

３０ＫＨｚ測定電圧 
 
 
 
 
 

メジャーエンド出力                  ≦２５μＳ 

   （ＴＴＬ出力、５Ｖ） 

 
                                                

 
データレディー出力 

   （ＴＴＬ出力、５Ｖ） 
   （３０ＫＨｚレンジがマニュアルの時） 
 
 
 

リミット出力 
   （オープンコレクタ）                                           
   （３０ＫＨｚレンジがマニュアルの時）                        ＯＮ 
 

                               測定時間（ｍＳ） 
 

    ＊測定時間はテンキーで設定，≧６ｍＳ、通常は１０ｍＳ以上、６－９ｍＳでは測定値の補正が必要です。 

     ＊各リミット出力はメジャーエンド出力の立ち上がり直後に出力され、データレディー出力時に読み込み可能になり、 
次の測定結果が出力されるまで保持されます。次の測定結果が同じ場合は変化しません。 

 

＊３０ＫＨｚレベルをマニュアルレンジで測定する場合（推奨） 
リミット出力の読み込みタイミングには、データレディー出力の立上がりまたは立下りを使用してください。 
“メジャーエンド出力の立ち上がり + ＞５００μＳ” も利用できます。 

 

＊３０ＫＨｚレベルをオートレンジで測定する場合 
リミット出力の読み込みタイミングにデータレディー出力を使用すると、データレディー出力とリミット出力が 
レンジが変わるたびに、メジャーエンド出力の立ち上がり前後に２－３回出力される場合があります。 
したがってオートレンジで使用する場合は、メジャーエンド出力を使用して、リミット出力の読み込みは、 
メジャーエンド出力の立ち上がりから十分に時間（＞５０ｍＳ）をとって、 終の出力を読み込んでください。 
また、測定バンド幅（ＢＷ）を“Ｎａｒｒｏｗ”にすると大きな誤差がでます。必ず“ＢＷ＝ＯＦＦ”（何も表示されない 
状態）で使用してください。 

                                                         

 
 

≦５００μＳ  

１００μＳ  
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５．２ 生産ラインでの使用上の注意 
 
１．測定部のシールド 
  測定値が残留ノイズより小さいと測定できません。 外部ノイズの影響を少なくするために、測定部分は十分 

にシールドして下さい。 測定端子のマイナス側はＣＬＴ－１０本体側でアースされていますが、プラス側は特に 
十分なシールドが必要です。 たとえ距離が短くてもシールドして下さい。 
測定ケーブルは他のケーブルと一緒に結束しないで下さい。ノイズの原因となります。 
 
測定端子のマイナス側を近くの金属にアースすると、残留ノイズが小さくなり効果があることがあります。 
 
測定端子と測定物との接触部に、ごみ、ハンダカスなどが付着すると、残留ひずみが非常に大きくなります。 
たびたび掃除して下さい。 

 
２．測定ケーブルはかならず付属の専用ケーブルを使用してください。 もし測定端子に浮遊容量が多いと 
  付属の専用ケーブルを使用しても、測定値がＣＬＴ－１０本体の測定端子で直接測定した時と、ケーブルを 

使用した時とでは誤差が出る場合があります。その場合は測定値を補正してください。 
 

測定端子の浮遊容量による誤差 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３． 電源コードは２本とも必ずアース付の３ピンプラグを使用してください。 
 
４． 測定値をＲＳ２３２出力を利用してデータとして取り込む時は, ３０ＫＨｚメーターレンジを必ずマニュアルモード 

で使用してください｡ オートレンジで使用すると、１個のトリガーに対して、２－３回データが出力されることが 
あります｡ 

 
５． 装置全体が振動（パーツフィーダー等）すると、ノイズが入る場合があります。 

その場合は，装置の下にゴムクッション等を敷いてください。 
 
６．３０ＫＨｚメーターのＢＷをＮａｒｒｏｗにし、Ａｕｔｏレンジでトリガーによる測定をすると、１回目の測定値に大きな 

誤差を生じることがあります。（Ａｕｔｏレンジによる誤差）その場合、必ずＢＷをＯＦＦ（ワイドレンジ）で使用して 
ください。 

 

リミット値決定の注意事項 
 

不良品を決定するためには、そのロットのサンプルを測定し、良品の第３高調波レベルを知る必要があります 
が、１０ＫＨｚ印加電圧を変えて、良品と不良品との第３高調波レベルの差が一番大きくなる１０ＫＨｚ印加電圧 
を選び、リミットを設定します。 
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６． リモートコントロール 
 

 ＣＬＴ－１０部品直線性試験装置はＲＳ２２３２ＣとＩＥＥＥ４８８バスのどちらでもコントロール出来ます。 
 
 
６．１ 初期設定 
  
   はじめにＣＬＴ－１０ＣＵコントロールユニットのバックパネルにあるインターフェースセレクターを設定します。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        ８番スイッチでＲＳ２３２ＣかＩＥＥＥ４８８かを選択します。 
        １～５番スイッチはＩＥＥＥ４８８バスを使用するときのアドレスを設定します。 
        ６，７番スイッチは必ず０にしてください。 
 
 
・ インターフェースコネクター                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
 

注．コンピューターとＣＬＴ－１０のＲＳ２３２Ｃでの接続には，ＲＳ２３２Ｃケーブルは全結線のストレート 
ケーブルを使用します。  （ pin. １－１，２－２，・・・・・・・・・９－９ 接続 ） 

 
 
 
      ＰＣ側 ： ９ ピン D-sub メス                                   ＣＬＴ－１０側 ： ９ピン D-sub オス 
 
 
 

 
６．２ パラメーター設定 

（Ｄ－ｓｕｂ ９ピン，メス） 
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 を押すと、インターフェースセレクターで 
 

  

ＩＥＥＥ４８８バスが選択されているときはディスプレーにＩＥＥＥアドレスが表示されます。 
  

ＩＥＥＥ４８８アドレスはテンキーで入力できます。 
  
例. ＩＥＥＥアドレスを１２にする時 
 

 
 
 
 

 
を押すと、インターフェースセレクターでＲＳ２３２Ｃ 

 
 

バスが選択されているときはディスプレーに次のような表示が現れます。（通常は、６８０１で使用します。） 
 

ｒ２３２           ６        ７       ０       １ 
 
 
 
 
     インターフェース        ボーレート       キャラクタ長  パリティー      ストップビット     
 

設定を変える例 (設定後、コントロールユニットの電源を一度ＯＦＦにします。) 
 

 
それぞれの数値は下表から選びます。 
ボーレート                             キャラクタ長      
   
 

         
                                          
 
 
 
 
        ストップビット              
 
 

 
 
 

パリティ 
 
 

 

設定変更後は、ＣＬＴ－１０を再起動して下さい。 
 

 
 
６．３ 入力コマンド 

数 値 キャラクタ長 

５ ５－ｂｉｔ 

６ ６－ｂｉｔ 

７ ７－ｂｉｔ 

８ ８－ｂｉｔ 

数 値 ボーレート 

０ １１０ 

１ ３００ 

２ ６００ 

３ １２００ 

４ ２４００ 

５ ４８００ 

６ ９６００ 

７ １９２００ 

数 値 ストップビット 

０ １ 

１ １ 

２ ２ 

数 値 パリティ－ 

０ ＮＯＮＥ 

１ ＯＤＤ 
２ ＥＶＥＮ 

Bus ＣＬＴ－１０ＣＵコントロールユニットの 

１ 
 

２ 
 

Enter 
 

Bus 
 Bus 

ＣＬＴ－１０ＣＵコントロールユニットの Bus 

６ 
 

８ 
 

０ 
 

１ 
 Bus Enter 

 Bus  
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ＣＬＴ－１０部品直線性試験装置のＲＳ２３２ＣまたはＩＥＥＥ４８８のコマンドは次の通りです。 
  

 
 

● コマンド入力方法 
 

コマンドは次のように入力します。 コマンドを２つ以上続けて入力する時は、間にスペースを入れます。 
ＣＲ，ＬＦまたはＥＯＩ，（またはそのいかなる組み合わせも可）で決定されます。 

 

例．１０ＫＨｚ電圧を１５．８Ｖ，印加時間を３０ｍＳに設定 
 

  ＧＬ，１５．８ ＧＴ，３０ 

コマンドのあとに ？ を付けると、その時の設定されている値が返ってきます。 
 

例．ＥＸ？ 
 

ＥＸ＝（ＧＬ，５．０００， ＧＴ， １０， ＳＸ＝１００Ｅ， １００ｍＷ 
ＬＨ＝１．０００μＶ ＬＬ＝０．０１μＶ ＢＷ＝ＯＮ ＶＤ＝ｄＢ ＶＲ＝［Ａｕｔｏｒａｎｇｅ］ 

   
 

 
 
 

＊ＡＲ アクセスライト 

コマンド        設      定             ページ 
ＡＲ, アクセスライト －２３－ 

ＢＷ, ３０ＫＨｚメーターバンド幅 －２３－ 

ＥＯ, エコー ＯＮ／ＯＦＦ －２４－ 

ＥＸ, メモリーの呼び出し －２４－ 

ＧＬ, １０ＫＨｚ電圧設定 －２５－ 

ＧＴ, １０ＫＨｚ印加時間 －２５－ 

ＩＤ, 装置のバージョン －２６－ 

ＩＲ, ＩＥＥＥ４８８アドレス －２６－ 

ＩＴ, セットアップの確認 －２７－ 

ＬＨ, リミットＨＩＧＨ －２７－ 

ＬＬ, リミットＬＯＷ －２８－ 

ＭＳ, 測定スタート －２８－ 

ＲＳ, リセット －２９－ 

ＳＦ, メモリーセットアップ －２９－ 

ＳＳ, サービスリクエスト －３０－ 

ＳＸ, ＩＥＣキーセットアップ －３０－ 

ＴＩ, レンジセレクタースイッチの使用回数確認 －３１－ 

ＴＴ, セルフテスト －３１－ 

ＶＤ, ３０ＫＨｚメーター単位（Ｖ／ｄＢ） －３２－ 

ＶＭ, ３０ＫＨｚメーターの読み込みＯＮ／ＯＦＦ －３２－ 

ＶＲ, ３０ＫＨｚメーターレンジ －３３－ 

ＺＸ, インピーダンスレンジ －３３－ 
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リモートコントロール中のフロントパネル操作を出来なく（ロック）します。 
 
シンタックス 

 

ＡＲ，ｍｏｄｅ 

ＡＲ？  
 

 

 
 
 
 
 
 

 
例． 
ＡＲ，２      ・リモートコントロール中のフロントパネル操作を出来なく（ロック）します。 

 

ＡＲ？      ・現在の設定を表示します。たとえば 

ＡＲ＝２ 
 
 
 

＊ＢＷ ３０ＫＨｚメーターバンド幅 
３０ＫＨｚメーターのバンド幅、４００Ｈｚまたは７５Ｈｚを切り替えます。 
７５Ｈｚを選ぶとディスプレー上にＮａｒｒｏｗと表示されます。 

 
シンタックス 

 

ＢＷ，ｍｏｄｅ 

ＢＷ？  
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

例． 

ＢＷ，ＯＮ     ・３０ＫＨｚメーターのバンド幅を７５Ｈｚに設定します。 
               ディスプレー上にＮａｒｒｏｗと表示されます。 
ＢＷ？       ・現在の設定を表示します。例えば 

ＢＷ＝ＯＮ 
 
 

＊ＥＯ エコーＯＮ／ＯＦＦ 

パラメーター                  内   容               デフォルト値 
 
 

０                     通常動作                   ０ 
２                     ロック 

パラメーター                  内   容             デフォルト値 
 
 

０またはＯＦＦ              ＯＦＦ                  ０ 

１またはＯＮ               ＯＮ 
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このコマンドはＲＳ２３２Ｃだけのコマンドで，エコーのＯＮ／ＯＦＦに使用します。 
 
シンタックス 

 

ＥＯ，ｍｏｄｅ 

ＥＯ？ 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

例． 
ＥＯ，ＯＮ     ・エコーをＯＮにセットします。 

ＥＯ？       ・現在の設定を表示します。 例えば 

ＥＯ＝ＯＮ 
 

 
＊ＥＸ メモリーの呼び出し 

このコマンドはＳＦコマンドで設定されたメモリーを２桁の番号で呼び出す時に使用します。 
同じ設定を何回も使用する時に、あらかじめＳＦコマンドでメモリーしておけば、簡単に呼び出すこと 
ができます。 

 

シンタックス 
 

ＥＸ，ｎｎ 

ＥＸ？  
 

 
 
 
 
 
  
 

 
 

例． 
ＥＸ，１５     ・メモリー番号１５番を呼び出します｡ただし,１０ＫＨｚ印加時間はＯＦＦになります｡ 

ＥＸ？       ・現在の設定を表示します。 例えば 

ＥＸ＝（ＧＬ，５．０００， ＧＴ， １０， ＳＸ＝１００Ｅ， １００ｍＷ 
ＬＨ＝１．０００μＶ ＬＬ＝０．０１μＶ ＢＷ＝ＯＮ〕 

 

ＩＴコマンドを使用すると、もっとくわしい全部のセットアップ番号の内容がわかります｡ 
 

 
＊ＧＬ １０ＫＨｚ電圧設定 

パラメーター                  内   容             デフォルト値 
 
 

０またはＯＦＦ              ＯＦＦ                 ＯＮ 
１またはＯＮ               ＯＮ 

パラメーター                  内   容             デフォルト値 
 
 

０－９９                 メモリー番号呼び出し           ０ 
 

注. ０は現在のセッティング 
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１０ＫＨｚ印加電圧を設定します｡ 
 
シンタックス 

 

ＧＬ，レベル（単位も含む） 

ＧＬ？ 
  

 
 
 
 
 
 
  
 

 

例． 
ＧＬ，５００ＭＶ  ・１０ＫＨｚ電圧を５００ｍＶにセットします｡ 

ＧＬ，１００．０   ・１０ＫＨｚ電圧を１００Ｖにセットします｡  

ＧＬ？        ・現在の設定を表示します。 例えば 

ＧＬ＝１００．０Ｖ 

もしインピーダンスレンジの設定も必要な時は、インピーダンスレンジをさきに設定し、つぎにこの 
コマンドを入力します。 

 
 

＊ＧＴ １０ＫＨｚ印加時間の設定 
トリガーモードでの１０ＫＨｚ印加時間を設定します｡ 

 

シンタックス 
 

ＧＴ，レベル 

ＧＴ？  
 

 
 
 
 
 
  
 

 
 
 

 

例． 
ＧＴ，５００    ・１０ＫＨｚ印加時間を５００ｍＳにセットします｡ 

ＧＴ？       ・現在の設定を表示します。 例えば 

ＧＴ＝５００ｍＳ 
 
 
 

＊ＩＤ 装置のバージョン 

パラメーター                  内   容            デフォルト値 
 
 

０－１０００                 レベル                無し 
ＶまたはｍＶ                単位                  Ｖ       

パラメーター                  内   容           デフォルト値 
 
 

６－９９９０                  ｍＳ                無し 
 

 
注 連続測定中は２５０ｍＳに固定されています。 
   通常は１０ｍＳ以上に設定、６－９ｍＳでは測定値の補正が必要です。 
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装置にＩＤ番号を付けたり、ソフトウェア－のバージョン番号の確認に使用します。 
 

シンタックス 
 

ＩＤ，ｎｎ 

ＩＤ？  
 

 
 
 
 
 
  

 

例． 
ＩＤ，１２２    ・装置のＩＤ番号を１２２にセットします。 

ＩＤ？       ・現在の設定を表示します。 例えば 

ＩＤ＝１２２ 
   ＣＬＴ－１０ ＣＯＮＴＲＯＬ ＵＮＩＴ 
   ＳＯＦＴＷＡＲＥ ＶＥＲＳＩＯＮ １．０ １９９９ ＲＥ ＴＥＣ. 
   ＭＵ ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ 
     

＊ＩＲ ＩＥＥＥ４８８のアドレス設定 
このコマンドはＩＥＥＥ４８８バス使用時のみ入力できます。 

設定したアドレスはパワースイッチをＯＦＦにしてもメモリーされています｡ 
また,装置のバックパネルにあるＤＩＰスイッチによる設定はデフォルトの値です｡ 

 
シンタックス 

 

ＩＲ，ｎｎ 

ＩＲ？  
 

 
 
 
 
 
  
 

 
 
 

 

例． 
ＩＲ，２２     ・ＩＥＥＥ４８８のアドレスを２２に設定します｡ 

ＩＲ？       ・現在の設定を表示します。 例えば 

ＩＲ＝２２ 
 

 

＊ＩＴ セットアップの確認 
このコマンドはそれぞれのセットアップ番号にセットされた内容の 

パラメーター                  内   容            デフォルト値 
 
 

０－２５５                   番号                 ０ 

パラメーター                  内   容            デフォルト値 
 
 

０－３１                    番号            ＤＩＰスイッチによる設定    
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設定したアドレスはパワースイッチをＯＦＦにしてもメモリーされています｡ 
また、装置のバックパネルにあるＤＩＰスイッチによる設定はデフォルトの値です｡ 

 
シンタックス 

 

ＩＴ，ｎｎ 

ＩＴ？ 
  

 
 
 
 
 
  

 

例． 
ＩＴ，２      ・セットアップ番号２を呼び出します｡ 

ＩＴ？       ・現在の設定を表示します。 例えば 

ＩＴ＝ＥＸ＝（ＧＬ，５．０００， ＧＴ， １０， ＳＸ＝１００Ｅ，  
１００ｍＷ ＬＨ＝１．０００μＶ ＬＬ＝０．０１μＶ ＢＷ＝ＯＮ  
ＶＤ＝ｄＢ ＶＲ＝Ａｕｔｏｒａｎｇｅ〕 

 
＊ＬＨ リミットＨＩＧＨの設定 

コンパレータ－のリミットＨＩＧＨを設定します｡ 測定値がこのレベルより高いと、リミットＨＩＧＨのＬＥＤが 
点灯し、出力されます｡  
注．（リミット設定値は、マニュアルではｄＢで設定できますが、コマンドからはｄＢ値では入力できません。）  

 

シンタックス 
 

ＬＨ，レベル（単位） 

ＬＨ？ 
  

 
 
 
 
 
  
 
 

 
 

例． 
ＬＨ，１００．０   ・リミットＨＩＧＨを１００．０μＶに設定します｡ 

ＬＨ，１０ｍＶ   ・リミットＨＩＧＨを１０ｍＶに設定します｡  

ＬＨ？        ・現在の設定を表示します。 例えば 

ＬＨ＝１００．０μＶ 
 

 
 

パラメーター                   内   容               デフォルト値 
 
 

０－９９                      番号                  現在の設定    

パラメーター                  内   容            デフォルト値 
 
 

０．０１μＶ－１００ｍＶ              レベル                無し    

μＶ または ｍＶ             単位                μＶ 
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＊ＬＬ リミットＬＯＷの設定 
コンパレータ－のリミットＬＯＷを設定します｡ 測定値がこのレベルより低いと、リミット 
ＬＯＷのＬＥＤが点灯し、出力されます｡                

 注．（リミット設定値は、マニュアルではｄＢで設定できますが、コマンドからはｄＢ値では入力できません。）  
 

シンタックス 
 

ＬＬ，レベル（単位） 

ＬＬ？ 
  

 
 
 
 
 
  
 
 

 

 
 

例． 
ＬＬ，１００．０   ・リミットＬＯＷを１００．０μＶに設定します｡ 

ＬＬ，１０ｍＶ   ・リミットＬＯＷを１０ｍＶに設定します｡  

ＬＬ？       ・現在の設定を表示します。 例えば 

ＬＬ＝１００．０μＶ                         

 
＊ＭＳ 測定スタート 

連続測定、トリガー測定などの測定モードを設定します｡             
 
シンタックス 

 

ＭＳ，ｍｏｄｅ 

ＭＳ？ 
  

 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
例． 
ＭＳ，１      ・連続測定がスタートします｡ 

ＭＳ？       ・現在の設定を表示します。 例えば 

ＭＳ＝１       
  
 
 

パラメーター                  内   容            デフォルト値 
 
 

０．０１μＶ－１００ｍＶ             レベル                無し    
μＶ または ｍＶ            単位                μＶ 

                             注．ＬＬはＬＨより大きくできません。 

パラメーター                 内   容             デフォルト値 
 
 

０                       測定ストップ               ０    

１                   連続測定スタート          

     ２                   トリガースタート  
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＊ＲＳ リセット 
装置の設定をリセットし、デフォルトの状態に戻します｡         

 

シンタックス 
 
ＲＳ，ｍｏｄｅ 

 

  
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 

例． 
ＲＳ，３０     ・この設定は装置のメンテナンス時のみ使用します｡ 

  

 
 
＊ＳＦ メモリーセットアップ 

メモリーを入力します｡         
 

シンタックス 
 

ＳＦ，ｎｎ,コマンド, コマンド・・・・・・・ 
 

  
 
 
 
 
 
  
 

 
 

例． 
ＳＦ，３ ＧＬ,１０ ＧＴ,１０ ＬＨ,１ＭＶ  

・１０ＫＨｚ＝１０Ｖ,１０ｍＳ,リミットＨＩＧＨ＝１ｍＶ をセットアップ番号３にメモリーします｡ 
      もしセットアップ番号３がＥＸコマンドで呼び出され、そのあとこれが入力されたときは, 

この設定が変更されて、またセットアップ番号３にメモリーされます｡ 

ＳＦ，１５ ＥＸ 

     ・現在フロントパネルに設定されている状態が、セットアップ番号１５にメモリーされます｡ 
ＳＦ，４ ＥＸ,５ 

     ・セットアップ番号５がセットアップ番号４にコピーされます｡ 
 
 
 

 

パラメーター                内   容             デフォルト値 
 

０                    ソフト再スタート             ０    

１０                 現在の設定をリセット        

２０                 全設定をリセット  
３０                 スイッチカウンターをリセット 

パラメーター                 内   容            デフォルト値 
 

０－９９                      番号                  無し 

ＢＷ,ＧＬ,ＧＴ,ＬＬ,            コマンド                無し 

ＬＨ,ＶＤ,ＶＲ,ＳＸ, 

ＺＸ,  
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＊ＳＳ サービスリクエスト 
サービスリクエストの状態を設定します｡ 

 

シンタックス 
 

ＳＳ，ｍｏｄｅ 

ＳＳ？  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

例． 
ＳＳ，３     ・結果のサービスリクエスト（ＳＲＱ）をＯＦＦにします｡ 
ＳＳ？     ・現在の設定を表示します。 例えば 

ＳＳ＝３       
 

＊ＳＸ ＩＥＣセットアップ 
ＩＥＣキーにより１０ＫＨｚ電圧とインピーダンスレンジの自動設定を行います｡ 

 

シンタックス 
 

ＳＸ，抵抗値（単位）,電力（単位） 

ＳＸ？ 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注  ＳＸ，０ はＩＥＣ ＯＮ（ＩＥＣランプ点灯） 

例． 
ＳＸ，１０Ｋ,１０００ 

・テスト電圧を１００Ｖ、インピーダンスレンジを３Ｋ－３０Ｋにセット｡番号３にメモリーします｡ 

ＳＸ？  ・現在の設定を表示します。 例えば 

ＳＸ＝１０Ｋ,１０００ｍＷ       

 

 

パラメーター                 内   容             デフォルト値（なし） 
 

ＥＮＡ または ０  ：             すべての サービスリクエスト（ＳＲＱ）をＯＮ 
ＥＲＲ または １  ：             エラー、警告のサービスリクエスト（ＳＲＱ）をＯＦＦ 
ＲＥＳ または ２  ：             結果？のサービスリクエスト（ＳＲＱ）をＯＦＦ 
ＤＩＡ  または ３  ：             全部のサービスリクエスト（ＳＲＱ）をＯＦＦ 

パラメーター                  内   容             デフォルト値 
 

１０．０Ｅ－２２．１Ｍ                 抵抗値（Ω）             
Ｅ：Ω，Ｋ：ＫΩ，Ｍ：ＭΩ              単位                   Ｅ 
 
３１．２５，６２．５０，                 電力                ２５０ｍＷ 
１００，１２５，２５０， 
１０００，２０００， 
４０００ 
ｍＷ                          単位                  ｍＷ 
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＊ＴＩ レンジセレクタースイッチの使用回数確認 
レンジセレクタースイッチの使用回数を表示します｡ 
装置のメンテナンスに使用します｡ 

 

シンタックス 
 

ＴＩ 

ＴＩ？  
 

 
 
 
 
 

  

例． 
ＴＩまたはＴＩ？    ・現在の使用回数を表示します｡たとえば 
ＴＩ＝２２１３４       

 
 

＊ＴＴ セルフテスト 
セルフテストモードに入ります｡ 

 
シンタックス 

 

ＴＴ，ｍｏｄｅ 
 

  
 
 
 
 
  
  
 

 
 
 
 

 

例． 
ＴＴ  ・例えば次のような返事が返ってきます｡ 

    Ｔｅｓｔｉｎｇ ＣＬＴ－１０ 
    １ ＲＡＭ ＱＤ１２ ｔｅｓｔ     ＰＡＳＳ 
    ２ ＲＡＭ ＱＤ１３ ｔｅｓｔ     ＰＡＳＳ 

     ３ ＲＯＭ ＱＤ１４ ｔｅｓｔ     ＰＡＳＳ  

４ ＲＯＭ ＱＤ１５ ｃｒｃｃ     ＰＡＳＳ 

５ Ｓｅｔｕｐ ｃｒｃｃ          ＰＡＳＳ 

６ ＭＵ                ＰＡＳＳ 

 

パラメーター                  内   容             デフォルト値 
 

無し 

パラメーター                 内   容                デフォルト値 
 

    ０                       すべてのテスト               ０     

１                    ＱＤ１２（ＲＡＭ）のテスト 
２                     ＱＤ１３（ＲＡＭ）のテスト 
３                    ＱＤ１４（ＥＰＲＯＭ）のテスト 
４                    ＱＤ１５（ＥＰＲＯＭ）のテスト 
５                    メモリーされたセットアップのテスト 
６                    ＣＬＴ－１０ＭＵのテスト 
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＊ＶＤ ３０ＫＨｚメーター単位（〔Ｖ,ｄＢ〕 

３０ＫＨｚメーターの単位を,Ｖ（μＶ, ｍＶ）またはｄＢに設定します｡ 
装置のメンテナンスに使用します｡ 

 

シンタックス 
 

ＶＤ, ｍｏｄｅ 

ＶＤ？  
 

 
 
 
 
 
 
  

 

例． 
ＶＤ,１     ・３０ＫＨｚメーターの単位をｄＢに設定します｡ 

ＶＤ？     ・現在の設定を表示します｡ たとえば 

ＶＤ＝ｄＢ 
      

 
＊ＶＭ ３０ＫＨｚメーターの読み込み 

３０ＫＨｚメーター出力のＲＳ２３２Ｃ／ＩＥＥＥ４８８バスへのＯＮ／ＯＦＦです｡ 
 
シンタックス 

 

ＶＭ, ｍｏｄｅ 

ＶＭ？  
 

 
 
 
 

  
 
 

 
注. ＩＥＥＥ４８８でデータの転送が要求された時 １ にします｡ 

   ＲＳ２３２Ｃのとき、サンプルレディーでデータが転送されます｡  
 

例． 
ＶＭ,１     ・出力ＯＮに設定します｡ 

ＶＭ？     ・現在の設定を表示します｡ たとえば 

ＶＭ＝１ 

      
 
 

パラメーター                  内   容             デフォルト値 
 

０またはＶ                    単位                  ０ 

１またはｄＢ 

パラメーター                  内   容             デフォルト値 
 

０                      出力ＯＦＦ                無し 

１                   ラストサンプル出力ＯＮ 
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＊ＶＲ ３０ＫＨｚメーターレンジ 
３０ＫＨｚメーターの測定レンジを設定します｡ 

 

シンタックス 
 

ＶＲ, レンジ 

ＶＲ？  
 

 
 
 
 

   
  
 
 
 
 
 
 
 

例． 
ＶＲ,３     ・３０ＫＨｚメーターレンジを１００μＶにセットします｡ 

もしＺｘが３ＫΩ 以上の時は、１は設定できません｡ 
もしＺｘが３ＫΩ 以下の時は、７は設定できません｡ 
 

ＶＲ？     ・現在の設定を表示します｡たとえばＶＲ＝１００μＶ 
      
 

＊ＺＸ インピーダンスレンジ 
測定部品のインピーダンスレンジ〔Ｚｘ〕を設定します｡ 

 

シンタックス 
 

ＺＸ, レンジ 

ＺＸ？ 
  

 
 

 
 

   
  
 
 

 

例． 
ＺＸ,２     ・インピーダンスレンジを３００Ω－３ＫΩ にセットします｡ 

ＺＸ？      ・現在の設定を表示します｡ たとえば 

ＺＸ＝２ 

パラメーター                  内   容             デフォルト値 
 

０または Auto range          レンジ                    ０ 

１または１μＶ  

２または１０μＶ 

３または１００μＶ 

４または１ｍＶ 

５または１０ｍＶ 

６または１００ｍＶ 

７または１０００ｍＶ     （このレンジではリミットは出力されません。） 

パラメーター               内   容                  デフォルト値 
 

１                   ＜３００Ω                        １ 

２                ３００Ω－３ＫΩ 
３                ３ＫΩ－３０ＫΩ 
４                ＞３０ＫΩ  
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６．４ サービスリクエスト 
 

Ｃｌａｓｓ Ｈｅｘ Ｄｅｃｉｍａｌ Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ 

Ｅｒｒｏｒ 

５０ 
５１ 
５２ 
５３ 
５４ 
５５ 

８０ 
８１ 
８２ 
８３ 
８４ 
８５ 

Syntax error 
Illegal parameter count 
Parameter limited exceeded or unit error 
Missing Measuring Unit 
Set-up not defined 
Generator level error 

Ｗａｒｎｉｎｇ 
６５ 
６Ｂ 

１０１ 
１０７ 

Parameter truncated 
Command ignored 

Ｒｅｓｕｌｔ 
Ｄ４ 
Ｄ５ 
Ｄ９ 

２１２ 
２１３ 
２１７ 

Inspect of set-up ready 
Data ready 
Query result ready 

Ｓｔａｔｕｓ 

００ 
４０ 
４１ 
８０ 

０ 
６４ 
６５ 

１２８ 

Busy 
Forced to local mode 
Forced to local released 
Idle state 

 
 
 
 
 
 
６．５ ＩＥＥＥ４８８のリモート／ローカル 
 

   
を押すと、ＬＥＤが点灯しマニュアル 
 

    
モードで使用できますが、ＬＥＤが点灯中に再びコマンドを送ると、装置がロックしますの 
 

  
を２度押して、ＬＥＤが 
 

  
点灯していないことを確認してから、使用してください｡  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Local ＩＥＥＥ４８８バスで使用中に,  

Local で, マニュアルモードで使用するときは、必ず 
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７． 測定値の補正 
 
７．１ 補正とは 
 

ＣＬＴ－１０部品直線性試験装置では、測定部品と測定回路との間でマッチングをとって測定しているために、 
測定値の補正が必要です｡ 自動補正機能もありますが、補正方法は次のようになります｡ 

 
測定の等価回路は, 

        
    １０ＫＨｚ発振器           測定部品           ３０ＫＨｚメーター      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

測定部品で発生した３０ＫＨｚ起電力Ｅは、電流 ｉ30 としてはインピーダンスが非常に大きいので流れず、 
３０ＫＨｚについての等価回路は次のようになります｡ 

 
 
Ｚ３０ ： 測定部品の３０ＫＨｚでのインピーダンス, 

（Ω） 
Ｅ   ： ３０ＫＨｚ起電力（Ｖ） 
Ｉ３０ ： ３０ＫＨｚ電流〔Ｉ〕 
Ｖ３０ ： ３０ＫＨｚメーター測定値）（Ｖ） 
Ｒ   ： ３０ＫＨｚメーターの内部抵抗（Ω） 

         （＜３０Ω＝１００Ω,３００－３Ｋ＝１ＫΩ, 
            ３Ｋ－３０Ｋ＝１０ＫΩ,＞３０Ｋ＝１００ＫΩ） 
 

測定部品の内部で発生した３０ＫＨｚ起電力 Ｅ は次の式で表わされます｡ 
 
                               
                                                    となるのでこれを ①に 
 
 
 

）・・・となります｡ 
                               
 
 

＝  ＦＣ とおくと、 Ｅ＝Ｖ３０ ・ ＦＣ となります｡ ＦＣ を補正係数と呼びます｡ 
 
 

 
 
 
 
 
 

～ 

～ 

Ｚ Ｖ 

Ｒ 

   

Ｉ10   ｉ30 

Ｖ10 

Ｉ30 

Ｖ30 

内部抵抗 
 Ｒ Ｅ 

  
Ｉ30 

Ｖ30 

内部抵抗 
 Ｒ 

Ｅ ～ 

Ｚ 
Ｖ 

Ｒ 

Ｚ３０ 

Ｖ３０  

Ｅ＝Ｉ×Ｚ３０  ＋ Ｖ３０ ・・・①， ここで Ｉ３０ は Ｉ３０ ＝  

                                        Ｒ 

Ｖ３０ 
 

Ｒ 

代入すると、Ｅ＝ 

 

・ Ｚ３０ ＋Ｖ３０ ＝ Ｖ３０ （ １＋ 

Ｚ 
 

Ｒ 

 

（ １＋           ）  

Ｚ 
     

Ｒ 
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７．２ 第３高調波ひずみ率 
 

第３高調波ひずみ率 ＴＨＤ は次のように表わされます｡ 
 

 
例．抵抗器１ＫΩ，測定値１０μＶの場合． 

 
 
＝ １ となり、 
 
 

ＦＣ＝１＋１＝２  となります。 つまり，もし測定値が１０μＶならば、真の第３高調波電圧 Ｅ は， 
 

Ｅ ＝１０×２ ＝ ２０ ［μＶ］ となります。  
 
例．抵抗器１ＭΩ，測定値１０μＶの場合． 
 

３０ＫＨｚメーターの内部抵抗は、１００ＫΩなので、 ＦＣ ＝１＋１０ ＝１１． 
Ｅ＝ １０×１１ ＝ １１０ ［μＶ］ となります。 

 
例．コンデンサー０．０１μＦ，測定値１０μＶの場合． 
 

コンデンサーの場合、ＦＣ は位相を考えなければなりません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＦＣは，ＦＣ＝√１２＋（５３０／１０００）２ ＝１．１３ 
 
 Ｅ ＝ １０ × １．１３＝ １１．１３ ［μＶ］ 

 
結論として、 コンデンサーの場合入力インピーダンスによる誤差は非常に少なくなります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｚ３０ 
 

Ｒ 

 

ＴＨＤ＝２０・Ｌｏｇ 

Ｅ 
 

Ｖ１０ 

 

＝    ２０・Ｌｏｇ（ 

Ｖ３０ 
 

Ｖ１０ 
・ ＦＣ ）   ［ｄＢ］ 

真の第３高調波電圧は、測定値に補正係数（１＋ ）をかけてやる必要があることがわかります。 

３０ＫＨｚメーターの内部抵抗は、１ＫΩなので、 

Ｚ３０ 
 

Ｒ 

Ｚ／Ｒ 

１ 

ＦＣ ０．０１μＦの１０ＫＨｚでのインピーダンスは， 

Ｚ１０＝１／ωＣ ＝１．６ＫΩ、したがって，３０ＫＨｚメーターの 
入力インピーダンスは、１ＫΩとなります。 
また等価回路では、３０ＫＨｚで計算しますので， 

Ｚ３０＝１／ωＣ ＝５３０Ωとなります。 
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８．装置のチェック方法 
 

ＣＬＴ－１０部品直線性試験装置が正しく動作しているかをチェックします。 
１．デジタル回路のチェック 

   パワースイッチをＯＮにした時、装置は自動的にセルフチェックモードに入ります。もしエラーが見つかった 
   場合はエラー内容をディスプレーに表示し、測定は出来ません。 
   チェックはコマンドラインからＴＴコマンドを送っての同様にチェックできます。 

２．アナログ回路のチェック 
   アナログ回路のチェックは１０ＫＨｚ発信器と３０ＫＨｚメーターにわけて行います。 
   必要な測定器は次のとおりです。 

・ＡＣ電圧計（３０ＫＨｚまでのＡＣ電圧を精度２％程度で測定できるもの） 

    ・周波数カウンター（３０ＫＨｚﾌﾟﾗｽﾏｲﾅｽ）±１Ｈｚの周波数が測定できるもの） 
    ・３０ＫＨｚ発振器（３０ＫＨｚ±２Ｈｚ，５０Ω） 
 
 
８．１ １０ＫＨｚ発振器のチェック 
 

  
 

１． 測定端子にＡＣ電圧計と周波数カウンターを接続 
     します。 
  ２． インピーダンスレンジを３００－３Ｋにし、１０Ｖを 
     印加します。 
     ＡＣ電圧計のよみが１０Ｖ±０．１Ｖになっていること 
     を確認します。 
     周波数カウンターのよみが１０ＫＨｚ±１Ｈｚになって 
     いることを確認します。 
 
 
 
 

 
８．２ ３０ＫＨｚメーターのチェック 

 
１． 測定端子にＡＣ電圧計と周波数カウンター、３０ＫＨｚ 

  発振器を接続します。 
２． メジャリングユニットのバックパネルの２５ピン 

Ｄ－ｓｕｂコネクターを外します。 
（１０ＫＨｚ電圧を印加しても印加されず、３０ＫＨｚ回路 
のみ動作させるためで、１０ＫＨｚ電圧を０Ｖにセット 
してもかまいません。） 

３． コントロールユニットでＭＶボタンを押しＯＮにします。 
（１０ＫＨｚ電圧を印加しても印加されません。） 

４． 測定端子から３０ＫＨｚ電圧を１０ｍＶ（または１００ｍＶ） 
入力します。 

     ＣＬＴ－１０部品直線性試験装置のディスプレーが 
１０．０ｍＶ（１００ｍＶ）±５％になることを確認します。 

 
 

注．測定ケーブルは、できるだけ短くしてください。（２０ｃｍ以内） もし測定値が許容範囲に入って 
         なければ、校正が必要です。 
 

ＣＬＴ－１０ＭＵ 
 
 
 
 
 
       ◎  ◎ 

・ＡＣ電圧計 
・周波数カウンター 

ＣＬＴ－１０ＭＵ 
 
 
 
 
 
       ◎  ◎ 

・ＡＣ電圧計 
・周波数カウンター 

・３０ＫＨｚ発振器 
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９．校正 
 

ＣＬＴ－１０部品直線性試験装置を、オプションのＣＡＵ－２校正ユニットと周波数カウンター内蔵マルチ 

メーターを使用して校正します。 ＣＬＴ－１０の校正は、１０ＫＨｚ発振器と３０ＫＨｚボルトメーターで構成されており、 

別々に校正します。 
 

９－１． 使用機器 
 

＊ＣＡＵ－２校正ユニット 

水晶発振器を内蔵した小型３０ＫＨｚ発振器で、ＣＬＴ－１／ＣＬＴ－１０／ＣＬＴ－２０部品直線性試験装置を 
校正するために使用します。マルチメーター（周波数も測定できるもの、フルーク１８７等）と組み合わせて 
使用します。 
３０ＫＨｚ発振器を内蔵、出力インピーダンスは ５０Ω＋１００／１Ｋ／１０Ｋ／１００Ｋ （Ω）， 

  出力レベル １０ｍＶ／１００ｍＶ 

   

   
 

 

＊SDU-３標準ひずみユニット 
ＣＬＴ－１／ＣＬＴ－１０／ＣＬＴ－２０部品直線性試験装置のチェックに使用します。 
測定端子にこの標準ひずみユニットを挿入し、１０ＫＨｚ電圧を１０Ｖ印加してダイアルを 
１０ｍＶ／１ｍＶ／１００ｕＶ／１０ｕＶ／１ｕＶに合わせたとき、３０ＫＨｚ電圧が各電圧に 
なるかどうかをチェックします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ マルチメーター 

     ３０ＫＨｚのＡＣレベルが１０ｍＶまたは１００ｍＶを精度２％で測定でき、３０ＫＨｚの周波数を１Ｈｚの精度で 

測定できるもの（フルーク１８７等でも可） 
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９－２． １０ＫＨｚ発振器の校正 
 

 

 

１． ＣＬＴ－１０部品直線性試験装置メジャリングユニットの上面と下面のパネルをはずします。 

（注）上下それぞれ２６個のネジがあります。必ずこのプラスネジに合ったドライバーを使用して下さい。 

２． コントロールユニットと測定ユニットをセットし、パワースイッチをＯＮにします。 

３． 測定端子にマルチメーターを接続します。 

４． Ｚｘレンジを３００－３Ｋレンジにセットし、コントロールユニットで９９Ｖを印加した時， 

マルチメーターの読みが９９Ｖ（９８－１００Ｖ）になるようにＲ１３６で合わせます。 

５． Ｚｘレンジを３－３０Ｋレンジにセットし、コントロールユニットで９９Ｖを印加した時， 

マルチメーターの読みが９９Ｖ（９８－１００Ｖ）になるように、Ｒ１０６で合わせます。 

   ６． ４と５を繰り返し、マルチメーターの読みが範囲に入っていることを確認します。  

   ７． マルチメーターで周波数を測定し、１０ＫＨｚ±２Ｈｚであることを確認します。（ＡＧＣボードのＬ３で調整可）  
 

（注）Ｒ１３６とＲ１０６は、AGC Generator ボード上にあり、Ｒ１３６とＲ１０６はそれぞれ上面（下図） 

          から調整できます。 （page7 参照） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

                                        

 
 

30KHz 
Voltmeter（インプットアンプ） 

 
 
                                                       Output AMP  
            Interface  LVPS(低圧電源)   HVPS（高圧電源）       AGC Generator   
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９－３． ３０ＫＨｚレベルメーターの校正 
 

はじめにＣＡＵ－２校正ユニットを調整します。 
     

１．校正ユニットのパワースイッチをＯＮにし、出力端子にマルチメーターを接続します。 
     
注．マルチメーターから校正ユニットの出力端子まではシールドしたリード線を使用して、ハムなどの 

ノイズの混入を防いでください。（出力インピーダンスセレクターは０にセットしておきます。） 
 

２．１０ｍＶ／１００ｍＶ選択スイッチで出力レベルを１０．０ｍＶにし、ＡＤＪで１０ｍＶに合わせます。 
   
３．マルチメーターで周波数を測定したとき、３０ＫＨｚ±１Ｈｚであることを確認します。  

   
（注）１０ｍＶをマルチメーターで測定すると精度が悪い場合は、１００ｍＶにセットします。 

 
もし１００ｍＶにセットした場合は、測定値が１０倍になります。 

  
ＣＡＵ－２校正ユニットの出力は１０分以上ウォーミングアップして下さい。 

                                     
                                 

出力端子 
                                                                                                  

３０ＫＨｚ出力レベル調整ボリューム                        出力インピーダンスセレクター 
 
 
 
 
 
 

 パワー表示ＬＥＤ 
 
 
 
 
                                                                     パワースイッチ 
 
 
 
 
          ３０ＫＨｚ出力レベル１０ｍＶ／１００ｍＶ選択スイッチ（通常は１０ｍＶにセット）          
 
                       
                      

１．メジャリングユニットのバックパネルの２５ピンＤ－ｓｕｂコネクターを外します。 
   

 （１０ＫＨｚ電圧を印加しても印加されず、３０ＫＨｚ回路のみ動作させるためで、１０ＫＨｚ電圧を０Ｖにセット 
 

してもかまいません。） 
 
  ２．コントロールユニットでＭＶボタンを押しＯＮにします。 （１０ＫＨｚ電圧を印加しても印加されません。） 
 

３．出力１０ｍＶに設定されたＣＡＵ－２校正ユニットを、マルチメーターを外した状態でＣＬＴ－１０ＭＵの 

測定端子に差込みます。 
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校正方法 

 
調整用ボリュームは全て３０ＫＨｚボルトメーターボード上にあり、Ｒ１４４、Ｒ１７３、Ｒ１４５、Ｒ１７０ は 

上面から、Ｒ２２、Ｒ２９、Ｒ５７、Ｒ１６５ は下面から調整します。（page．8 参照） 

 

１．  Ｚｘレンジを ＜３００Ω、出力インピーダンスセレクターを０にセットします。 

ＣＬＴ１０のメーター表示が ６．６６ｍＶ（６．５３－６．７９） になるようにＲ１４５で調整します。 

  次に出力インピーダンスセレクターを１００にした時、４．００ｍＶ＊注１（３．９２－４．０８） になるように 

      Ｒ２９ で調整します。 

       これを繰り返して範囲に入っていることを確認します。 
 

２．  Ｚｘレンジを ３００－３Ｋ、出力インピーダンスセレクターを ０ にセットします。 

     ＣＬＴ１０のメーター表示が ９．５２ｍＶ＊注２（９．３３－９．７１） になるようにＲ１７０で調整します。 

     次に出力インピーダンスセレクターを １Ｋ にした時、４．８８ｍＶ（４．７８－４．９８） になるように  

     Ｒ２２ で調整します。 

     これを繰り返して範囲に入っていることを確認します。 

 

３．  Ｚｘレンジを ３Ｋ－３０Ｋ、出力インピーダンスセレクターを ０ にセットします。 

     ＣＬＴ１０のメーター表示が ９．９５ｍＶ（９．７５－１０．１５） になるように Ｒ１４４ で調整します。 

     次に出力インピーダンスセレクターを １０Ｋ にした時 ４．９９ｍＶ（４．８９－５．０９） になるように  

      Ｒ１６５ で調整します。 

      これを繰り返して範囲に入っていることを確認します。 

 

４．  Ｚｘレンジを ＞３０Ｋ， 出力インピーダンスセレクターを ０ にセットします。 

     ＣＬＴ１０のメーター表示が １０．００ｍＶ（９．８０－１０．２０） になるように Ｒ１７３ で調整します。 

     次に出力インピーダンスセレクターを １００Ｋ にした時 ５．００ｍＶ（４．９０－５．１０） になるように  

      Ｒ５７ で調整します。 

      これを繰り返して範囲に入っていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       注１ 出力インピーダンスセレクターを １００ にした時、４．００ｍＶ になる理由． 

            この時のＣＬＴ－１０ＣＡ校正ユニットの出力インピーダンスは、５０＋１００Ω． 

            ＣＬＴ－１０ＭＵの入力インピーダンスは、１００Ω なので、測定電圧は 

              測定電圧 ＝ １０．０ｍＶ × １００／（１００＋１００＋５０）  ＝ ４．００ｍＶ  

 

注２ 出力インピーダンスセレクターを ０ にした時、９．５２ｍＶ になる理由． 

             この時のＣＬＴ－１０ＣＡ校正ユニットの出力インピーダンスは５０Ωで、 

             ＣＬＴ－１０ＭＵの入力 インピーダンスは、１ＫΩなので、測定電圧は： 

             測定電圧 ＝ １０．０ｍＶ × １Ｋ／（１Ｋ＋５０）  ＝ ９．５２ｍＶ  

 

レンジ R 表示値 可変 R 

＞ ３０Ｋ 
０ 10.00mV (9.80-10.20mV) Ｒ１７３ 

１００K 5.00mV (4.90-5.10mV) Ｒ５７ 

３Ｋ－３０Ｋ 
０ 9.95mV (9.75-10.15mV) Ｒ１４４ 

１０K 4.99mV (4.89-5.09mV) Ｒ１６５ 

３００－３Ｋ 
０ 9.52mV (9.33-9.71mV) Ｒ１７０ 

１K 4.88mV (4.78-4.98mV) Ｒ２２ 

＜ ３００ 
０ 6.66mV (6.53-6.79mV) Ｒ１４５ 

１００ 4.00mV (3.92-4.08mV) Ｒ２９ 
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９―４ ３０ＫＨｚレベルメーターのレベル確認 

＊ＳＤＵ－３標準ひずみユニットを使用します。 

１． 部品直線性試験装置の測定端子になにも接続しないで１０ＫＨｚ電圧を１０V 印加します。

２． 測定端子にマルチメーターを接続し１０ＫＨｚ電圧が１０V ±０．１５V 以内であることを確認します。

３． マルチメーターを外し、測定端子に標準ひずみユニットを挿入します。 

１０ＫＨｚ電圧を１０Ｖ印加した状態で、つぎの各レンジで標準ひずみユニットの電圧表示の各精度以内で

あることを確認します。

＊  ３００－３ＫΩレンジ （基本レンジ）
１０ｍＶ／１ｍＶ／１００ｕＶ：±５％以内、１０ｕＶ／１ｕＶ ：±２０％以内

＊ < ３００Ωレンジ ： 
１０ｍＶ／１ｍＶ／１００ｕＶ／１０ｕＶ／１ｕＶ の０．１８２倍になります。

１．８２ｍＶ／０．１８２ｍＶ／１８．２ｕＶ：±１０％以内、１．８２ｕＶ／０．１８２ｕＶ ：±２０％以内 

＊ ３Ｋ－３０ＫΩレンジ 
１０ｍＶ／１ｍＶ／１００ｕＶ／１０ｕＶ／１ｕＶの１．８０倍になります。

１８．０ｍＶ／１．８０ｍＶ／１８０ｕＶ：±１０％以内、１８．０ｕＶ／１．８２ｕＶ ：±２０％以内

＊ ≻ ３０ＫΩレンジ 
１０ｍＶ／１ｍＶ／１００ｕＶ／１０ｕＶ／１ｕＶの１．９８倍になります。

１９．８ｍＶ／１．９８ｍＶ／１９８ｕＶ：±１０％以内、１９．８ｕＶ／１．９８ｕＶ：±２０％以内

注 ✀１０ＫＨｚ電圧が１０Ｖ±０．１５Ｖの範囲であることを確認下さい。

✀裏面のネジは絶対に外したり、緩めたりしないで下さい。

✀１０ｕＶは、温度、周囲ノイズにより大きく変化します。また CLT－１０のウォーミングアップを

1 時間以上とり、ひずみユニットも２０－２５℃に温めて使用してください。



CLT-10      
2024-03-10 

- 43 -

ＡＧＣボード  

１０ＫＨｚ出力電圧の調整 Ｒ１３６はこの下の中ほどにあります。（３００－３Ｋ，９９Ｖ） 

  （Ｌ３で１０ＫＨｚ周波数の調整） 

Ｒ１０６はこの上にあります。（３Ｋ－３０Ｋ，９９Ｖ） 

（上から調整できます。） 



CLT-10                                                               
2024-03-10 
 

- 44 - 
 

 

 

 ３０ＫＨｚボルトメーターボード 
 

 

 

                                      Ｒ１７０，Ｒ１７３，Ｒ１４５，Ｒ１４４ 

 

 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

Ｒ２２，Ｒ２９，Ｒ５７，Ｒ１６５         
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＣＬＴ－10 部品直線性試験装置 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

ＣＬＴ－１０部品直線性試験装置はデンマーク・ラジオメーター社によって１９６５年に開発された、ＣＬＴ－１部品直線性試験装置 
を、測定原理はそのままにデジタル化し、モデルチェンジしたもので、 デンマーク・ＲＥ社によって開発され、現在はデンマーク・ 
ダンブリッジ社にて生産・販売されています。 
本装置は、抵抗器やコンデンサー等の電子部品の直線性（第３高調波ひずみ率）の測定器で、その測定値のバラツキにより 
その部品の信頼性をテストするもので、特に高速生産ライン上にて不良品の自動検出、除去に 適です。また、オーディオ用 
電子部品の高感度第３高調波ひずみ率計としても使用できます。                  (MIL- PRF-55182-G, IEC440 準拠) 
                                                     
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［ 特 長 ］ 
 

● 測定インピーダンス範囲 ：１０Ω～＞２２ＭΩ         ● 測定時間１０ｍＳ以下の高速測定            

    広範囲の電子部品が測定できます。                高速で自動化された電子部品生産ラインに 適です。 
● 高測定電圧 １０００Ｖ，４ＶＡ                   ● 残留第３高調波ひずみ率 －１６０ｄＢ以下 

    過負荷試験にも使用できます。                    非常に低ひずみの部品が安定して正確に測定できます。 
● デジタルコンパレータ－内蔵                    ● 抵抗器の定格電圧自動設定 

    Ｈｉｇｈ，Ｇｏ，Ｌｏｗの出力があります。                  １／４，１／８等の定格電圧を自動設定出来ます。 
● 各種設定を９９セットまでメモリー                 ● 測定値の自動補正 

    ミット，テスト電圧等をメモリーできます。               測定データが自動で補正されます。 
● １９インチの標準ラックサイズ                   ● ＲＳ２３２Ｃ，ＩＥＥＥ標準装備 

   そのまま１９インチラックにマウントできます。            測定手順のプログラム，測定値の記録が出来ます。 
 

［ 測定原理 ］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
非常にひずみの少ない１０ＫＨｚ発振器で測定部品Ｚｘに電流を流してやり、測定部品Ｚｘの内部で発生する第３高調波 
（３０ＫＨｚ成分）を測定します。その時の第３高調波ひずみ率は次の式で表されます。 

＊第３高調波ひずみ率 THD ＝ ２０Ｌｏｇ・Ｅ30K／Ｇ10K  = ２０Ｌｏｇ・｛Ｖ30K（１＋│Ｚx／Ｒi│）｝／Ｇ10K［ｄＢ］      
この第３高調波ひずみ率は、部品によってバラツキがあり、ＣＬＴ－１０部品直線性試験装置ではこの値を測定し、特に 
ひずみ率の悪い部品を、不良品としてコンパレーターで除去します。 
 

    
 
                                                                                     
   
 

                       10KHz 電流                             30KHz 電流             

                                                                                      入力 
10KHz                                                                     ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 

    発振器 

    Ｇ10K（Ｖ） 
                                

                                                                                    30KHz  

                                                                                    ﾚﾍﾞﾙﾒｰﾀｰ 
                                                                                                     Ｖ30K（Ｖ）  
                                                                              
                    Ｚｘ：測定部品  Ｅ：Ｚｘの中で発生する第３高調波起電力,Ｅ30K（Ｖ）  
               

Ｇ 

Ｖ Ｅ 

LP-filter  HP-filter 

  

Zx 

 

Ri 

★ 抵抗器、可変抵抗器の信頼性試験装置として皮膜の 
   キズ、クラック、ピンホール、カッティング不良、キャップ 
   と皮膜のコンタクト不良の検出、ノイズ、温度係数の  
   大きい抵抗器の検出 
★ コンデンサーの信頼性試験装置として機械的不安定， 
   振動のある部品、誘電体不良の検出、電極とリード線の 
   コンタクト不良の検出 
★ オーディオ用電子部品の第３高調波ひずみ率測定 

［ 用 途 ］ 
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 S  P  E  C  I  F  I  C  A  T  I  O  N  S （ CLT-10MU ＋ CLT-10CU ） 
 

＊CLT-10 は、CLT-10MU メジャリングユニット（アナログ部）と CLT－10CU コントロールユニット（デジタル部）で構成されています。 
 
            
 
 
 
 
 
 
    
               
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
デンマーク・ダンブリッジ社日本総代理店 

有限会社 ダンシステム 〒275-0022 千葉県習志野市香澄 1-3-6-104. TEL.047-451-5790. FAX.047-451-5793.      
                                         E-mail. ch@dansystem.co.jp, Web-site. www.dansystem.co.jp  

 

発振周波数----------------１０KHｚ±２Hz 

測定電圧周波数----------３０KHｚ 

総合精度-------------------±１ｄB または５％±１digit 
測定端子-------------------２端子，４ｍｍバナナプラグ 

●測定インピーダンス範囲 

測定範囲----------------１０Ω―２２MΩ(10pF－1.6μF) 
測定レンジ----------------４（１マッチングトランス） 

測定時間------------------６ｍS－９９９０ｍS（可変） 

＜３００Ω 

マッチングトランス比-------１：１                   

入力インピーダンス--------１００Ω±２％ 

高電力---------------------０．１VA @＞Zx ＝１０Ω 

                       １VA  @＞Zx ＝ ３０Ω 
                      ４VA  @＞Zx ＝１５０Ω 

高１０KHz 電圧-----------３６V 

残留ひずみ率----------------－１５０ｄB（＠１／４W） 

３００Ω―３ＫΩ 

マッチングトランス比--------１：１ 

入力インピーダンス---------１ＫΩ±２％ 

高電力----------------------４VA 

高１０KHz 電圧-----------１００V 

残留ひずみ率----------------－１６０ｄB（＠１／４W）   

３ＫΩ―３０ＫΩ                        

マッチングトランス比--------１：１０ 

入力インピーダンス---------１０ＫΩ±２％ 

高電力----------------------４VA 

高１０KHz 電圧------------３６０V 

残留ひずみ率-----------------－１５０ｄB（＠１／４W） 

＞３０ＫΩ 

マッチングトランス比--------１：１０ 

入力インピーダンス---------１００ＫΩ±２％ 

高電力----------------------４VA @＜Zx ＝２５０ＫΩ 

                        １VA  @＜Zx ＝１ＭΩ 

                     １／４VA @＜Zx ＝３ＭΩ 

高１０KHz 電圧-----------１０００V 

残留ひずみ率----------------－１４０ｄB（＠１／４W） 

●メーター部 

１０ＫＨｚ計---------------------電圧設定１０ｍV～１０００V 

時間設定----------------------６mS～９９９０mS 

３０ＫＨｚ計---------------------オート，マニュアルレンジ 

測定電圧(30KHz)-----------０．０１μV～１V 

ひずみ率―４０ｄB～―２００ｄB 

                    （マイナス表示なし） 
測定精度----------------------±１ｄB（±５％±１ｄigit） 
メモリー------------------------９９セットアップ 
その他-------------------------エラー，セットアップ表示 

 

●入力／出力（CLT-10MU） 

使用コネクター---------------２５ピン，sub-D メス 

コンパレーター出力---------GO, LOW, HIGH ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀｰ 

メジャーエンド出力----------ＴＴＬ 

データレディ出力------------ＴＴＬ 

測定開始トリガー入力-------コンタクトクローズ 

レンジ出力---------------------オープンコレクター 

アナログ入力------------------１０KHｚレベル，ON－OFF 

アナログ１０KHz 出力-------電圧，電流，０－１０Vｄｃ 

アナログ３０KHz 出力-------電圧，０－１０Vｄｃ 

●光ファイバー接続 

ＣＬＴ－１０ＭＵとＣＬＴ－１０ＣＵ間，２本接続 

２Ｍｂｉｔ／ｓ，シリアル，bi-phase 

●ＲＳ２３２Ｃインターフェイス 

使用コネクター---------------9 ピン，sub-D メス 

ボーレート---------------------３００－１９２００ 

デュプレックス----------------FULL 

●GP-IB(IEEE488)インターフェイス 

使用コネクター--------------24－Pole, Champ 

ファンクション----------------SH1,AH1,T6,TEO,L4,LE0,E2 

SR1,RL1,PP1,DC1,DT0,C0 

●温度・電源電圧 

動作温度----------------------＋５℃～＋４５℃ 

ストレージ温度---------------－４０℃～＋７０℃ 

電源電圧----------------------（９０～１３０Ｖ） 

（１８０Ｖ～２６０Ｖ） 

消費電力----------------------１００ＶＡ（ＭＵ） 

２０ＶＡ（ＣＵ） 

●寸法・重量（ＭＵ＋ＣＵ） 

Ｗ×Ｈ×Ｄ----------------------４８３ｍｍ×２６７ｍｍ×４４２mm 

                   （６Ｕラック） 

重さ----------------------------約２３Ｋｇ 

●標準アクセサリー 

光ファイバー（２ｍ）２本，パワーケーブル２本，測定 
ケーブル（９０ｃｍ），２５ピンＤサブコネクター， 

英文マニュアル，和文マニュアル，スペア－ヒューズ 

●オプション 

ＳＤＵ－２標準ひずみユニット 

ＣＡＵ－２キャリブレーションユニット 
 

                       
 

ＳＤＵ－２                    ＣＡＵ－２ 
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ＳＤＵ－３ 標準ひずみユニット  
 
      

 
 
 
 

 
 

ＣＬＴ－１／ＣＬＴ－１０／ＣＬＴ－２０ 部品直線性験 
装置が正常に動作している事を確認する為に使用 
します。 
１０ＫＨｚ電圧を１０Ｖ印加し、ダイアルを１０ｍＶ／ 
１ｍＶ／１００ｕＶ／１０ｕＶ／１ｕＶに合わせた時、；３０Ｋ 
Ｈｚ電圧が各電圧になるかどうかをチェックします。 
すべてのインピーダンスレンジにてチェックできます。 

 
 

６５×６５×２５ｍｍ（本体ケースのみ）， ８０ｇ.   
                                       

                ￥３２，０００－ 
 

 
 

 
 
 

＊  ３００－３ＫΩレンジ（基本レンジ） 
 
１０ｍＶ／１ｍＶ／１００ｕＶ：±５％以内、１０ｕＶ／１ｕＶ：±１０％以内  
 

＊ ≻ ３０ＫΩレンジ  
 
１０ｍＶ／１ｍＶ／１００ｕＶ／１０ｕＶ／１ｕＶ の１．９８倍になります。 
１９．８ｍＶ／１．９８ｍＶ／１９８ｕＶ／１９.８ｕＶ／１.９８ｕＶ 

 
＊ ３Ｋ－３０ＫΩレンジ  

 
１０ｍＶ／１ｍＶ／１００ｕＶ／１０ｕＶ／１ｕＶ の１．８０倍になります。 
１８．０ｍＶ／１．８０ｍＶ／１８０ｕＶ／１８.０ｕＶ／１.８０ｕＶ： 
  
 

＊ < ３００Ωレンジ ：    
 

１０ｍＶ／１ｍＶ／１００ｕＶ／１０ｕＶ／１ｕＶ の０．１８２倍になります。 
１．８２ｍＶ／０．１８２ｍＶ／１８．２ｕＶ／１．８２ｕＶ／0.１８２ｕＶ 
 

                    
注. ＣＬＴ－１０での測定は連続測定モードのみ、トリガーモードでは測定できません。 

ＣＬＴ－１では、≻３０ＫΩレンジと、<３００Ωレンジは使用できません。 
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ＣＬＴ－１０ＳＴ 標準ひずみユニット 
  
 

 
 
 
 

 
 
 
 
ＣＬＴ－１／ＣＬＴ－１０／ＣＬＴ－２０ 部品直線性験装置が 
正常に動作している事を確認する為に使用します。 
１０ＫＨｚ電圧を１０Ｖ印加した時３０ＫＨｚ電圧が 
１０ｍＶ±５％以内（基本レンジ）になるかどうかを  
チェックします。 
ＣＬＴ－１／ＣＬＴ－１０／ＣＬＴ－２０の、日常の動作 
チェック用に 適です。 

 
６５×６５×２５ｍｍ（本体ケースのみ）， ７０ｇ.   

 

                    ￥２０，０００－ 
 
 

 
 

＊  ３００－３ＫΩレンジ（基本レンジ）  ： １０ｍＶ ±５％以内 
＊ ≻ ３０ＫΩレンジ     ： １９．８ｍＶ ±１０％以内 

＊ ３Ｋ－３０ＫΩレンジ   ： １８．０ｍＶ ±１０％以内 
＊ < ３００Ωレンジ         ： １.８２ｍＶ ±１０％以内 ：   

 
 
 

 注. ＣＬＴ－１０での測定は連続測定モードのみ、トリガーモードでは測定できません。 

ＣＬＴ－１では、≻３０ＫΩレンジと、<３００Ωレンジは使用できません。 
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CAU-2、CAU-3 校正ユニット 

水晶発振器を内蔵した小型３０ＫＨｚ発振器で、ＣＬＴ－１／ＣＬＴ－１０／ＣＬＴ－２０部品直線性試験装置を

校正するために使用します。マルチメーター（周波数も３０KHｚが測定できるもの）と組み合わせて 
使用します。CAU-3 は出力電圧が１０ｍV のみです。通常は１０ｍV もみ使用します。 
ＣＬＴ－１０／ＣＬＴ－２０ 部品直線性試験装置に使用する時は、マニュアルに準拠した校正ができます。

９V 乾電池（００６P）またはＡＣアダプタで動作し、測定端子に直接挿入して使用します。 

３０ＫＨｚ出力電圧 ：  １０／１００ｍＶ

出力インピーダンス ： ５０Ω／５０Ω＋１００Ω／５０Ω＋１ＫΩ／５０Ω＋１０ＫΩ／５０Ω＋１００ＫΩ

１３５×７５×３５ｍｍ（本体ケースのみ），３００ｇ.   
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ＣＬＴ－１０（ＣＬＴ－２０）部品直線性試験装置を電子部品生産ラインにおいて、第三高調波の自動選別に使用する

時に、測定中にコンタクトチェックも行い、もしコンタクトチェックがＮＧの時は第三高調波の測定結果を不良として、

強制的にＣＬＴ－１０のリミット出力“Ｈｉｇｈ”と“Ｌｏｗ”をＯＮします。（“ＧＯ”出力はＯＦＦ） 
コンタクトチェックを行うための方法は、ＣＬＴ－１０の１０ＫＨｚ電流出力電圧が測定部品が接続されていない時は、

残留レベルで、実際に部品の測定時は、１０ＫＨｚ電流が流れるのでそれなりの電圧が出力され、この差を利用する

ものです。リミット設定値を、部品を接続しないで印加した時の電流出力電圧（残留レベル）より少し上に設定する

ことにより、コンタクト不良なしに部品を測定したかどうかを第三高調波測定の良否判定の少し前に判定できるため、

第三高調波の測定時間に影響を与えません。

リミット設定値は、１０ＫＨｚ印加電圧により残留１０ＫＨｚ電流出力電圧が変化するため、前もって部品を接続しない状態

で各印加電圧における残留レベルを測定しておき，印加電圧を設定するたびにこの残留ベルより少し上に設定します。

注．残留レベルと実際の電流出力の差が検出できない場合があります。

（特に１０ＫＨｚ印加電圧が小さい場合，ＭΩなどの高抵抗測定時）

ＣＬＴ－１０コンタクトチェッカーは、次のような構成になっています。

リミット設定レベル リミット設定（マニュアル設定時のみ）

“ＲＳ２３２／マニュアル”切り替えスイッチ トリガースイッチ（押すと１回測定します。）
（オプションのＲＳ２３２で使用時にＯＮにします。ＬＥＤ点灯）

ＲＳ２３２（D-sub-9pin-ﾒｽ） ＯＵＴ（ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ 14pin-ﾒｽ）  ＣＬＴ－１０へ接続
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設定方法

マニュアルによる設定方法

１． ＣＯＮＴＡＣＴ ＣＨＥＣＫＥＲバックパネルの“ＣＬＴ－１０”と書かれた２５ピンコネクターとＣＬＴ－１０本体を専用の 
ケーブルで接続します。

２． ＲＳ２３２オプション使用の場合は、RS232／マニュアル 切り替えスイッチをＯＮ（ＬＥＤ点灯）にします。 
マニュアルでの使用時は、切り替えスイッチが点灯していないことを確認して下さい。

ＯＵＴ (ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ14pin-ﾒｽまたはD-sub25pin-ﾒｽ）と書かれた出力は、ＣＬＴ－１０のリミット出力のコンタクト

チェック後のオープンコレクター出力で, コンタクト不良があった場合は、リミット出力”ＬＯＷ” と“ＨＩＧＨ” を

強制的にＯＮにし、“ＧＯ”はＯＦＦにします。その場合、前面パネルの“ＮＧ”のＬＥＤが点灯します。

３． 測定端子に測定部品を接続しない状態で、測定しようとする部品への印加電圧を連続測定モードでＣＬＴ－１０

より印加します。

４． トリガースイッチを何回も押しながら、ＮＧ ＬＥＶＥＬの値が”ＮＧ” と“ＧＯ”の境目になるところ（残留出力電圧）を 
“ＳＥＴ”ダイアルでさがし、その値より少し上の値（５～１５％程度）になるように、“ＳＥＴ”ダイアルで合わせます。

（ 注. 部品接続時の１０ＫＨｚ電流出力電圧以上にすると、コンタクト”ＮＧ”と判定します。大きすぎないようにして下さい。また、 

    測定ケーブルの容量が大きいと設定できる幅が小さくなります。とくに高抵抗では設定が難しくなります。） 

ＲＳ２３２オプション使用時はコントローラーからその値を入力します。

５． 次に部品を接続した状態で測定すると、コンタクト不良がある場合、または測定部品が端子にない場合に、

“ＮＧ”ランプが点灯します。正常に測定部品を測定した場合は、“ＧＯ”が点灯します。 

注． “ＴＲＩＧ”と書かれたランプは測定トリガーが入力され、ＣＬＴ－１０が実際に測定を開始した時に点灯します。 

その下の押しボタンを押すとＣＬＴ－１０が１回トリガー測定をします。（連続測定ではコンタクトチェックは行われず、ランプは 

点灯しません。）  “ＧＯ” と “ＮＧ” の判定によるリミット出力は、次の測定まで保持されます。 

もしコンタクトチェックをしない時は、ＮＧ ＬＥＶＥＬをゼロにしてください。 

ＲＳ２３２（オプション）のコマンド入力方法 （詳細は７ページへ）

ＲＳ２３２でのリミット設定レベルは次のように行います。

１．ＲＳ２３２の基本設定

ストレートケーブル使用、アドレス：０－３１、

伝送速度：９６００ｂｐｓ．データ長：８ビット、パリティビット：なし、ストップビット：１

ＤＣ出力：０－１０．００Ｖ（入力例：１５２で、１.５２Ｖを出力）、出力チャンネル数：４

２．入力データフォーマット

ヘッダー ＋ コマンド ＋ チャンネル ＋ パラメーター ＋ <CR>で決定

ヘッダー：アドレスで０の時“A”、ほか３１種

コマンド：出力はＤＣ電圧の時、“V”
チャンネル：A-Dまで４種類可

パラメーター：入力数値×０.０１（Ｖ）注．チャンネルＡ、アドレス０（ACSII=A）に設定済．

３．入力例．

１.３６Ｖをアドレス０でチャンネルＡに出力する場合のコマンドは、 

“AVA136” <CR>（Enter）で決定 

＊詳細は専用マニュアルを参照してください。



DANSYSTEM 2023-09-01 

- 52-

タイミング

測定開始 測定終了

測定端子

測定トリガー

コンタクト不良出力

（＊２）

9mS(5-25mS)

ＬＯＷ／ＨＩＧＨ出力

(＊３) 

メジャーエンド出力

ＥＯＣ出力

6-9999mS    15mS

 2mS    2mS 

測定時間の6－9999ｍＳはＣＬＴ－１０で設定、（＊２）（＊３）は，コンタクト不良時のみＯＮ出力、その時ＧＯ出力はＯＦＦ 

 測定トリガーは、立ちあがりでの設定も可能（   ） 

仕 様

＊ＣＬＴ－１０用コネクター（D-sub-25pin-ｵｽ） ＊ＣＬＴ－１０本体とは専用ケーブルまたはストレートケーブル（全結線）で接続 
ＣＬＴ－１０からの入力 ；  リミットＨＩＧＨ、リミットＬＯＷ、リミットＧＯ、メジャーエンド、１０ＫＨｚ電流出力

ＣＬＴ－１０への出力   ；  測定開始トリガー

＊ＯＵＴ （ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ 14pin-ﾒｽ） 
コンタクトチェッカーからの出力 ；  リミットＨＩＧＨ、リミットＬＯＷ、リミットＧＯ、ＥＯＣ出力、ＣＥ（コンタクトエラー）出力、

・・・以上オープンコレクター出力・・・

ＤＣ１２ＶＯＵＴ（０．３Ａ ｍａｘ）

   コンタクトチェッカーへの入力    ；  測定開始トリガー（コンタクトクローズまたはオープン）

＊設定ＮＧレベル（マニュアル） ； ０．００1Ｖ－５．０００Ｖ 

＊ＲＳ２３２オプション ； ＮＧレベルをＲＳ２３２より入力できます。（設定電圧０．０１Ｖ－10．００Ｖ） 
＊電 源、； ８５－２６４Ｖａｃ、寸 法 ： ３２０（Ｗ）Ｘ８０（Ｈ）Ｘ２４０（Ｄ）ｍｍ，２．１ｋｇ

＊付属品 ； 電源コード、ＣＬＴ－１０接続用専用ケーブル、マニュアル



DANSYSTEM                                     2023-09-01 

- 4 - 
 

 
 
内部ＰＣボード接続図 
 
 
    

  RS232 
コンタクトチェック用ＰＣボード 

 
 

１：５Ｖ、１１：ＩＮ 
３，５，１２：０Ｖ                                        1      15V（パワーサプライから）  

2      10KHz電流出力 IN  (CLT-10-p9から) 
3      設定電圧 IN(ボルトメーターから)  
4     ３V OUT  
5     GO LED 
6      NG LED 
7      TRIG LED 
8     測定スタート 出力 (CLT-10-p22へ) 
9     5V OUT 

10      リミットLOW-IN (CLT-10-p4から)   
11      リミットHIGH-IN (CLT-10-p1から) 
12      リミットGO-IN (CLT-10-p14から) 
13     メジャーエンド IN (CLT-10-p7から)  
14      0V（パワーサプライから）  

 
 
 
 
 

バックパネルコネクター 
 
         出力コネクタ (ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ 14pin-ﾒｽ)                                 
 
 
 

ＰＣボード側 （XHP-8） 
 
 

   
            
           

 
 
 
 

 
 
 

 
ＣＬＴ－１０（D-sub-25pin-ｵｽ）  
        

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

RS232-IN / DC-OUTインターフェース (D-sub9ﾋﾟﾝ､ﾒｽ) 

DC OUT 

5V 

3.000 

 
IN 

SET 

 
Manual 

Remote 

15V 
TRIG 

15V 
NG 

GO 
15V 

CLT-10-p22 

 １      ： リミットＨＩＧＨ―OUT 
 ４      ： リミットＬＯＷ―OUT 
 ７      ： メジャーエンドOUT 

９      ：  １０ＫＨｚ電流OUT 
１１    ：  ０Ｖ 
１４      ： リミットＧＯ―OUT 
１８－１９ ：  接続済み 
２２      ： 測定スタートIN 

１： リミットＨＩＧＨ－ＯＵＴ 
２： リミットＧＯ－ＯＵＴ 
３： リミットＬＯＷ－ＯＵＴ 

 ４： ＣＥ（コンタクトエラー出力） 
 ７： １２ＶＯＵＴ（Ｍａｘ ０．３Ａ） 
 ８： 測定スタートＩＮ（    ） 
 ９： ＥＯＣ出力 
１４： ０Ｖ 
 
 
 

7 

14 

TRIG 

OUT 
1 

8 

・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
 

8.  CE出力 (OUT-p4） 
7.  測定スタートIN  (OUT-p8） 
6.  リミットLOW-出力(OUT-p3） 
5.  リミットHIGH-出力(OUT-p1） 
4.  リミットGO-出力 (OUT-p2） 
3.  0V-出力 (OUT-p14） 
2.  12V-出力 (OUT-p7） 
1.  EOC-出力 (OUT-p9） 
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インターフェース用ＰＣボード

 VR1： 電圧計の 高NGレベル表示が5.000Vに 
なるように調整

VR2：コンタクトチェックの判定時間でCLT-10で 
設定された測定時間より小さく設定

  10mS x (KΩ) KΩはTP1でのKΩ値 

 注. 0.9KΩ(9mS)に統一することを推奨します。 
もし統一していないと、同じ抵抗値を測定

してもリミット設定値が異なります。

出荷時はVR2を0.9KΩ(9mS)に設定 

Ｊ1 :  トリガーIN：１＝立下り、２：立ち上がり  

回路図

インターフェース回路

入 力 出 力

                               
                           

       (8) 測定スタート

測定トリガーIN                                 (CLT-10-p22)
(OUT-p7） 

             
      

GO OUT ((OUT-p4） 
GO IN(12)      
(CLT-10-p14)  

HIGH OUT (OUT-p5) 
 HIGH IN(11)        
 (CLT-10-p1)       

LOW OUT(OUT-p6) 

LOW IN(10)     
(CLT-10-p4)

                 
メジャーエンドIN (13)                             EOC OUT(OUT-p1)  

(CLT-10-p7)                                         

                                                  

ＣＬＴ－１０のメジャーエンド出力は測定開始と同時に立ち下がり、測定終了で立ち上がります。
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Technologies WTDAC-M 

FEATURES 

� 4 analog output channels that span -10.00 to 
+10.00 volts each.

� 12-bit DAC provides 0.01-volt output 
resolutions. 

� Automatic generation of trapezoidal and 
S-curve slope profiles.

� User adjustable ramp-rate and S-curve 
magnitude. 

� Individually selectable power-up / reset 
voltages for each output channel. 

� Software calibrated; no trim-pots to adjust. 

� All user configuration and calibration data 
stored in non-volatile memory. 

� Separate RESET and PAUSE switch inputs. 

� Industry standard RS-232 interface. Meets all 
EIA/TIA-232E and V.28 specifications. 

� Screw-terminal connectors used on all inputs 
and outputs. 

DESCRIPTION 

Connects to the RS-232 serial port of a PC, 
laptop, or other host. Simple command strings 
sent from the host will set distinct DC voltage 
levels at the output channels. This voltage can 
be used for control of industrial equipment 
requiring a 0 to 10 VDC unipolar or bipolar 
control signal, as well as other uses. 

A built-in ramp generator is included. A change 
in voltage on an output can be configured to 
update immediately, or follow a slope at a 
user-defined ramp rate. An external pause 
switch can suspend execution of a voltage slope 
at any point along the way for review or data 
collection. This module is ideal for complex 
multi-point cyclic operations without relying on 
host for timekeeping or conversion calculations. 

SPECIFICATIONS 

Analog Outputs 4 bipolar channels 

Converter Type 12-bit DAC

Output Range -10.00 to +10.00 volts

Output Resolution 0.01 volt 

Accuracy ±2 LSB (10mV) 

Calibration Gain and zero offset 
corrected in firmware 

Output Load 1KΩ minimum, total 
of all channels 

Processor PIC16F628 

Clock 4 MHz 

Communications 9600 Baud, N, 8, 1 

Power Requirements +15 to +30 VDC

Current Draw 24 to 26 mA, plus any 
output drive current 

Operating Temperature -20°C to +80°C

Board Dimensions 3.5" x 2.0" x 0.7" 

Weight 2.0 oz 

e e d e r
 90-A Beal Pkwy NW, Fort Walton Beach, FL 32548 www.weedtech.com Voice/Fax  850-863-5723 

Analog Output Module 

Price $99 
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STACKABLE DATA MODULES 

All modules in this series incorporate two 
EIA/TIA-232E serial ports which communicate at 
9600 baud, no parity, 8 data bits and 1 stop bit. 
DB9 connectors are jumpered to satisfy 
hardware handshaking. The port labeled 
‘‘HOST’’ is configured as a DCE device and 
should be connected to a PC’s serial port. The 
port labeled ‘‘SLAVE’’ is a DTE device and can 
be left open, or connected to another module’s 
host port. Up to 32 modules can be chained 
together in this fashion to form a network. Either 
plugged together end to end, or separated by a 
cable. Because a module contains two individual 
bi-directional ports which pass data through, it 
also acts as a repeater, extending the total 
allowable length of the RS-232 communications 
line. 

A modem can serve as the host for remote 
operation, but since a modem uses a DCE port, 
a ‘‘null modem’’ adapter must be placed 
between the modem and the data module’s host 
port. A gender changer may also be required. In 
addition, any hardware/software flow control 
must be disabled in the terminal program. 

Each module in a network should be set to a 
different address using the on-board 32-position 
DIP switch. A module will only respond to data 
packets that begin with its’ own unique header 
character, which is determined by this DIP 
switch setting. See Table 1. Data packets 
transmitted by a module will also begin with this 
header character. The host PC can use the 
header character to address each individual 
module in a network, and to identify a module 
which is talking. 

COLLISION CONTENTION 

The utilization of the communications line can be 
thought of more as a single, bi-directional, data 
bus, operated in a multi-drop mode rather then a 
standard RS-232 data link. A transmission from 
a data module travels in both directions, 
upstream to the host, and downstream to signal 
other modules that it has seized the line. Before 
transmitting, a module will listen to the 
communications line and wait for quiescence. 
After a silent period equal to the length of one 
byte, the waiting module will send its data 
packet using a Carrier Sense Multiple Access 
with Collision Detection communications 
protocol. See the application note (AN100) at 
the back of this manual for more details. 

 TABLE 1:  ADDRESS SETTING 

HEADER 
CHARACTER 

ASCII  (HEX) 

DIP SWITCH 
SETTING 
1=on, 0=off 

A  (41) 0 0 0 0 0 

B  (42) 0 0 0 0 1 

C  (43) 0 0 0 1 0 

D  (44) 0 0 0 1 1 

E  (45) 0 0 1 0 0 

F  (46) 0 0 1 0 1 

G  (47) 0 0 1 1 0 

H  (48) 0 0 1 1 1 

I  (49) 0 1 0 0 0 

J  (4A) 0 1 0 0 1 

K  (4B) 0 1 0 1 0 

L  (4C) 0 1 0 1 1 

M  (4D) 0 1 1 0 0 

N  (4E) 0 1 1 0 1 

O  (4F) 0 1 1 1 0 

P  (50) 0 1 1 1 1 

a  (61) 1 0 0 0 0 

b  (62) 1 0 0 0 1 

c  (63) 1 0 0 1 0 

d  (64) 1 0 0 1 1 

e  (65) 1 0 1 0 0 

f  (66) 1 0 1 0 1 

g  (67) 1 0 1 1 0 

h  (68) 1 0 1 1 1 

i  (69) 1 1 0 0 0 

j  (6A) 1 1 0 0 1 

k  (6B) 1 1 0 1 0 

l (6C) 1 1 0 1 1 

m  (6D) 1 1 1 0 0 

n  (6E) 1 1 1 0 1 

o (6F) 1 1 1 1 0 

p  (70) 1 1 1 1 1 

1   2   3   4   5 
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COMMAND SET 

The host PC communicates with the Analog 
Output Module using a command set comprised 
of standard ASCII character strings as depicted 
in Table 2. A function can be initiated by the host
and then left to be independently executed. All 
voltage representation data is listed in standard 
decimal notation for ease of use. A detailed 
description of each command follows. 

VOLTAGE - Sets the voltage on a specific 
output channel using 0.01-volt resolution. The 
desired voltage can be in the range of -10.00 
volts to +10.00 volts and is listed in 1/100 of a 
volt (no decimal point). 

TRAPEZOID - Ramps the voltage on a specific 
output channel to a desired voltage level using a 
trapezoidal shaped slope profile. After reception 
of this command, the voltage on the output will 
begin increasing or decreasing towards the 
target voltage at a rate determined by 

 

TABLE 2:  COMMAND SET 

TITLE COMMAND DESCRIPTION 

VOLTAGE V chn value Sets the voltage on an output channel. chn = A-D, value = 0 to ±1000 
and is listed in 1/100 of a volt. Example: 825 = 8.25 volts.  (Note 3, 4) 

TRAPEZOID T chn value 
Ramps the voltage on an output channel to a desired level using a 
trapezoidal shaped profile. Slope is determined by RAMP-RATE. 
chn = A-D, value = 0 to ±1000 and is listed in 1/100 of a volt.  (Note 5) 

S-CURVE S chn value 
Ramps the voltage on an output channel to a desired level using an 
S-curve shaped profile. Slope is determined by RAMP-RATE.
chn = A-D, value = 0 to ±1000 and is listed in 1/100 of a volt.  (Note 5)

PADDING P chn value Sets the magnitude of the curvature used in the S-CURVE function for 
a specific channel. chn = A-D, value = 1 to 3. Default = 2.  (Note 3, 4) 

RAMP-RATE R chn value 
Sets the ramp rate used in the TRAPEZOID and S-CURVE functions 
for a specific channel. chn = A-D, value = 1 to 255 and is listed in 
1/100 of a volt/sec. Example: 125 = 1.25 V/sec. Default = 50. (Note 3, 4) 

WAIT W value 
Loads an internal timer which will signal the host when expired. Allows 
time-derived, steady-state outputs in cyclic routines. value = 1 to 255 
and is in 1/10 of a second. Example: 205 = 20.5 seconds.  (Note 5) 

DEFAULT D chn value 
Sets the default voltage level for a specific output channel which will 
be loaded upon power-up, brown-out or an external reset. chn = A-D, 
value = 0 to ±1000 listed in 1/100 of a volt. Default = 0.  (Note 3, 4) 

CALIBRATE C chn v1 v2 

Takes the actual measured values of two voltage set-points and 
computes the calibration coefficients for a given channel. chn = A-D, 
v1 is the measured voltage after writing 800 to the output channel, v2 
is the measured voltage after writing -800 to the output channel. All 
values are listed in 1/100 of a volt. Example: 825 = 8.25 V.  (Note 3, 6) 

ECHO X value Turns on or off the reception confirmation echo. Value = 0 or 1. 
0 = off, 1 = on, default = 1. If value omitted, reads the current setting. 

ERROR ? This character will be returned after an invalid command or variable. 

RESET ! This character will be returned after a power-on reset, or brownout. 

Note 1:  All command strings sent to the data module should be preceded with the header character (see Table 1), and terminated 
with a carriage return. All responses from the data module will also appear in this format. 

Note 2:  Any spaces shown above in the listing of the command strings are for clarity only. They should not be included in the 
actual transmission from the host, nor expected in a response from the data module. 

Note 3:  If ECHO is on, after successful execution this command will be echoed back to the host in the same format as received. 

Note 4:  If value is omitted, reads the current setting which will be returned to the host in the same format as above. 

Note 5:  After this function has been completed, the command will be echoed back to the host in the same format as received. 

Note 6:  The data module has been calibrated at the factory, it is not necessary to perform this operation prior to use. 
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RAMP-RATE. Note, the communications port 
will be disabled until this function has completed. 

S-CURVE - Ramps the voltage on a specific 
output channel to a desired voltage level using
an  S-curve shaped slope profile. After reception 
of this command, the voltage on the output will
begin increasing or decreasing towards the 
target voltage at a rate determined by
RAMP-RATE. Because of the curve added to 
the beginning and end of this slope, the total 
ramp time will be slightly longer then an
equivalent trapezoidal slope. Note, the
communications port will be disabled until this
function has completed.

PADDING - Sets the magnitude of the curvature 
used in the S-CURVE function for a specific 
output channel. Select form 1 to 3, 1 being the 
least amount of curvature, 3 being the most.  

RAMP-RATE - Sets the ramp rate used in the 
TRAPEZOID and S-CURVE functions for a 
specific output channel. Selectable range is from 
0.01 V/sec to 2.55 V/sec and is listed in 1/100 of 
a volt/sec (no decimal point). 

WAIT - Loads an internal timer which will signal 
the host when the time interval has expired. 
Selectable range is from 0.1 sec to 25.5 sec and 
is listed in 1/10 of a second (no decimal point). 

This function is useful during a cyclic routine 
when a steady output voltage is desired for a 
specific time period without having to rely on 
timekeeping from the host. Note, the 
communications port will be disabled until this 
function has completed. 

DEFAULT - Sets the default voltage level for a 
specific output channel which will be loaded 
upon power-up, brown-out, or an external reset. 

CALIBRATE - Takes the actual measured 
values of two voltage set-points and computes 
the calibration coefficients for a specific output 
channel. To calibrate, set the output channel to 
8.00 volts and measure the true voltage with a 
multimeter. Then set the output to -8.00 volts 
and measure the true voltage. Include the 
results in the CALIBRATE command string using 
the negative sign as the separator. The WTDAC 
will use this data to calculate the gain and offset 
coefficients particular to that channel and store it 
in non-volatile memory. Note, the module has 
been calibrated at the factory, it is not necessary 
to perform this operation prior to use. 

ECHO – Turns on or off the confirmation echo 
which is used to verify reception of a command. 
If reception confirmation is not needed, turning 
ECHO off will increase the repetitive rate at 
which the host can manipulate the outputs. 

TABLE 3:  TERMINAL / CONNECTOR DESCRIPTION 

NAME TYPE ELECTRICAL SPECS COMMENTS: 

HOST DB9 
(female) 

EIA/TIA-232E Standard 
RS-232 serial port configured as DCE. 
Connects to host PC. Hardware handshake 
jumpered. 

SLAVE DB9 
(male) 

EIA/TIA-232E Standard 
RS-232 serial port configured as DTE. Can 
be connected to another data module's 
HOST port for networking. 

Power 
Source Jumper N/A Power source selection jumper. Selects 

either external, or port powered. (Note 1) 

+ Screw Term +15 to +30 VDC External unregulated power supply input. 

- Screw Term GND External power supply ground. 

A - D Screw Term 
Range = -10VDC to +10VDC 

Minimum load = 1KΩ 
Analog output channels. 

RESET Screw Term N/A Normally-open external reset switch. 

PAUSE Screw Term N/A Normally-open pause switch. 

Note 1:  Selecting "port powered" will draw from the power supply source of an upstream data module. Caution, the COM port of a 
PC or laptop does not supply enough current to serve as the power supply source. 
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ERROR - Any data string sent from the host 
containing the correct header character but an 
invalid command or variable will be responded 
to with this error indicator. 

RESET - Upon power-up or any other reset 
condition, this indicator is transmitted to the 
host. Note, all user configuration and calibration 
data is stored in non-volatile memory. Therefore, 
a reset or loss of power will not corrupt these 
settings. 

OPERATION 

To hook the data module to a host PC, use a 
standard RS-232 cable with male and female 
DB9 connectors on opposite ends. This cable 
should be wired straight through (pin to pin) with 
no crossover of the data lines. In other words, 
not a null modem cable. Connect a suitable DC 
power source to the + and - terminals of the data 
module. This power source can be a simple wall 
mounted AC adapter or wall-wart, however,
avoid adapters which were originally intended to 
charge a cordless device since most of these do 
not provide filtering. The high noise content will 
wreck havoc on a microcontroller based circuit. 

When the data module is first powered up, the 
red LED will flash briefly. This indicates that the 
on-board microcontroller has booted up, 
successfully completed its internal diagnostic 
test, and has transmitted the reset character to 
the host to signal that it is up and running. The 
red LED will also flash anytime the module 
receives or transmits any data packet, thus 
making it a valuable diagnostic tool when 
troubleshooting communications problems. 

An easy-to-use Windows™ software package 
called "ModCom" is available and can be 
downloaded from Weeder Technologies' web 
site. This program will allow the user to quickly 
set up custom buttons which transmit 
commands, custom windows that poll for data, 
and a variety of other screen objects such as 
slider controls, event counters & timers, 
bar-graph level indicators, button selection 
arrays, and more. In addition, conditional 
statements can be set up to take action when 
specific events or conditions are met, sequences 
can be written and then called by other screen 
objects during run-time, and data can be logged 
to a file automatically at user-defined intervals. 

Once ModCom is installed and running, go to 
the <Communicate> menu item at the top of the 
screen and click on <Send/Receive>. A dialog 

box will pop up which you can use to type in the 
commands from Table 2, transmit them directly 
to the data module, and see the response 
coming back. Use this dialog box to familiarize 
yourself with the command set and to 
experiment with the various features supported 
by the module. The experience gained here is 
significant since these are the same command 
strings you will use when setting up the other 
objects in ModCom. 

To control the Analog Output Module, start with 
the sample application "WTDAC.mod" which can 
be found in the ModCom subfolder called 
"Samples". After this file is opened, it will appear 
as shown in Figure 1. To start the main run-loop, 
click on the green toolbar button at the top of the 
screen. At this point, you can move the two 
Slider Controls to adjust the voltages on 
channels A and B in real time. The current 
voltage will be shown in the window at the 
bottom of each Slider Control. 

This application also provides Push Buttons 
which transmit commands to ramp the voltage 
on channel C to a number of different target 
values. The Rocker Switches can be used to 
modify the ramping configuration. Channel D is 
set aside for a complex cycling routine which is 
controlled by a Sequence called "Cyclic". Once 
started, this Sequence will run continuously until 
clicking on the "Stop" button. The counter will 
increment each time a full cycle has completed. 

To understand how this application works, first 
halt the run-loop by clicking on the red toolbar 
button at the top of the screen, then right-click 
on any screen object to view its properties. The 
Sequences can be accessed by going to the 
<Run-Loop> menu item at the top of the screen 

FIGURE 1:  MODCOM APPLICATION 
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and clicking on <Sequences>. Refer to the help 
files for more information. 

RESET SWITCH 

One or more normally-open reset switches can 
be connected to the data module for use in 
forcing a reset manually, or emergency stop 
conditions. Multiple switches should be wired in 
parallel. This switch input is monitored by the 
processor on-board the WTDAC at all times, 
even during the execution of functions that 
disable the communications port. 

Upon reception of a reset from a switch, any 
function currently executing will immediately 
cease and the four output channels will be 
loaded with their default voltage settings. The 
RESET command character will then be 
transmitted to the host. This input uses a built-in 
debounce feature to mask multiple transitions 
caused by contact bounce. 

PAUSE SWITCH 

A normally-open switch can be connected to this 
terminal to allow manual suspension of any 
TRAPEZOID, S-CURVE or WAIT function. Upon 
detection of a closed switch, the current function 
will pause midstream allowing review or data 
collection. Once the switch is again opened, the 
function will continue from the point it left off. 
Note that during a PAUSE, the RESET input is 
still enabled and will abort the current function if 
triggered. 

CYCLIC OPERATIONS 

Many laboratory testing procedures require the 
cycling of external stimuli between various 
parameters at various repetition rates. Figure 2 
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FIGURE 2:  CYCLIC EXAMPLE  (TIME vs. VOLTAGE) 

shows a time versus voltage plot of a typical 
cyclic operation using the WTDAC module to 
drive a motor speed controller. The commands 
necessary to implement this particular operation 
are described below. 

� The host sends an initial slope value to the 
WTDAC using RAMP-RATE command, waits for 
acknowledgment, then sends the S-CURVE 
command using 5.00 volts as the target voltage. 

� The WTDAC indicates that it has reached the
target voltage by echoing the last command
back to the host. The host sends the WAIT 
command loaded with the value of 2.0 seconds.

� The WTDAC indicates that the 2.0 second 
time period has lapsed by echoing the last 
command back to the host. The host sends a 
new slope value using the RAMP-RATE 
command, waits for acknowledgment, then 
sends the TRAPEZOID command using 8.00 
volts as the target voltage. 

� The WTDAC indicates that it has reached the 
target voltage by echoing the last command 
back to the host. The host sends the 
TRAPEZOID command using 5.00 volts as the 
target voltage. 

� The WTDAC indicates that it has reached the 
target voltage by echoing the last command 
back to the host. The host sends the 
TRAPEZOID command using 8.00 volts as the 
target voltage. 

� The WTDAC indicates that the 2.0 second 
time period has lapsed by echoing the last 
command back to the host. The host sends a 
new slope value using the RAMP-RATE 
command, waits for acknowledgment, then 
sends the S-CURVE command using 0 volts as 
the target voltage. 
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+A- +B- +C- +D- RESET PAUSE 

Address Setting 
This DIP switch sets the 

address of the Data Module 
and determines the header 

character of its data packets. 

RS-232 
Slave Port 
Connects to 
the Host port 

of another 
Data Module. 

RS-232 
Host Port 

Connects to 
the serial 
port of the 
host PC. 

Trans/Rec Indicator LED 
Flashes whenever there is 
communications between  
host PC and Data Module. 

3.5" 

2.75" 

1.0" 2.0" 

0.375" 0.375"

0.5" 

0.5" 
Holes will accept size 440 screws 

Analog Outputs 
Each channel can 
span -10 to +10V 

including automatic 
ramp functions. 

Power Supply Inputs 
Will accept any voltage 

from 15 to 30 VDC. 

Power Source Jumper 
Draw power from the 

external input terminals, 
or from an upstream Data 
Module via the host port. 

Pause Switch 
Input 

Suspends the 
execution of an 
automatic ramp 

function until 
released. Reset Switch 

Input 
Forces all analog 
output channels 
to their power-up 
default voltages. 
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